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戦後まもなく連合国軍総司令部、いわゆる GHQ(General Head Quarters)に因って、 本土と南西諸島の行政

分離宣言がなされ、昭和 21(1946)年に米箪政府が成立 した。このような中で、琉球政府文化財保設委員会によっ

て昭和 30(1955)年 11月29日付で首里城跡は、史跡に指定される。その後、本土復帰の昭和 47(1972)年 5

月 15日に国指定史跡として指定されています。

更に、平成 12(2000)年 12月2日には首里城跡を含む9壺産がユネスコ世界辿産条約に基づき「琉球王国の

グスク及び関連辿産群」 として 「世界辿産」（文化辿産）に登録されている。丁度、今年度に世界遺産登録 10周

年目 を迎え、 「琉球王国のグスク及び関連辿産群」世界遺産登録 10周年記念事業（実行委員会事務局 ：県教育庁

文化課。後援 ：内閣府沖純総合事務局国営沖縄記念公園事務所）が、 9壺産を中心に各種イベント（講演会、

シンポジウム、リレー講座、出土品巡回展） や関連イベント （首里城公園中秋の宴、 首里城祭、現代版組踊「肝

高の阿麻和利」ほか）等が展開されている。

さて、首里城跡は 500有余年に亘って琉球王国の王城として、沖縄の歴史 ・文化の中心的な核となって、個性

豊かな沖縄の歴史と文化の礎を築き上げてきたグスクとして国内外に知 られています。

首里城は沖縄独自の建築技術や石和みなどの土木技術の枠を集めて完成された県内最大規模のグスクであった

が、太平洋戦争末期に起きた沖縄戦による戦過で1日国宝（昭和8年 1月23日指定） であった首里城正殿、歓会門、

瑞泉門、白銀門などの多くの建造物や城壁の石梢みはことごとく破壊され、消失しま した。

戦災で灰儘に帰した首里城跡には、琉球大学が昭和 25(1950)年に創設され、昭和 57(1982)年までの 32年

間キャンパスとして使用されました。

県民の首里城復元に対する熱い期待と要請により昭和 60(1985)年度から沖縄開発庁（現在の内閣府）、建設省（現

在の国土交通省）、文部省（現在の文部科学省）、沖縄県によって首里城跡の復元整備事業が開始され古都首里城

の歴史的風土にふさわしい区域として今日 まで継続的に追構確認調査に基づく復元整備が進められています。

首里城跡の復元整備の中で平成4 (1992)年度には首里城正殿の復元 と北殿、 南殿、奉神門などの施設が再建

され、 在 りし 日の姿 (1712年の首里城再建を始めとする 18世紀前半） を現在に写し出す形で首里城公園として

一部公開されました。その後、平成 11(1999)年に白銀門、平成 12(2000)年が系図座 ・用物座及び二階御殿、

平成 15(2003)年には京の内、 平成 19(2007)年が省院・鎖之間などの新たな建造物群が復元された。特に書院・

鎖之間については、平成21(2009)年 7月23日付で国の名勝として指定されています。

本害に収録された首里城の「京の内」と称された区域は、正殿、北殿、南殿、奉神門の存在する政治的建造物

空間が集中する区域とは離れた内郭の南西地域にあり、文献や伝承に拠ると首里城の聖域的空間として国王即位

の俄式をはじめ琉球王国の重要な儀式や祭祀がおこなわれた空間として位置付けられています。また、 京の内に

は、 自里城築城以前に古いグスクがあった場所としても考えられています。このような中で、「京の内」跡の復

元整備事業に必要となる位置確認、規模、辿構の変遷などを解明する目的で平成6(1994)年度から平成9(1997) 

年度まで継続的に発掘調査が沖縄県教育委貝会によって実施されました。 この調査で平成6年度に 1459年の火

災で消失した倉庫跡が発見され、当時の琉球王国の海外交易によって将来された中国をはじめとする東南アジア

（タイ、ベトナム）、本土を含めた各地域の陶磁器1,162個体と多くの金属製品やガラス製品が確認されました。

これらの陶磁器や金属 ・ガラス製品は、平成 12年 6月27日付で国の重要文化財（考古府料の部）「沖縄県首里

城京の内跡出土陶磁器518点 附ー、金属製品一括 附ー、ガラス玉一括」として戦前・戦後をとおして、沖

縄県ではじめて指定されました。

さて、 今回の報告魯に掲載した内容は、 平成 6年度の調査より検出された追構を網羅したものであります。本

魯が首里城跡の城郭研究や考古学、民俗学、歴史の各研究分野に寄与することができれば幸いに存 じます。

末尾ながら内閣府沖縄総合事務局 沖縄記念公園事務所をはじめとする関係機関、並びに発掘調査や遣構の解釈お

よび出土品の分析指源にご協力をいただきました関係各位に深く敬意を表すとともに心より厚く御礼申し上げます。

平成23年 3月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長守 内泰 三





巻首図版1 首里城航空写真 (1944年）の米軍撮影
（①首里城跡、②真玉橋、③豊見城グスク、④御物グスク、⑤屋良座森グスク、⑥三重グスク、⑦硫黄グスク）



ヽ
巻首図版2 1945年4月2日米軍撮影 (CV20-103-63)の首里城周辺
（財団法人沖縄県文化振興会公文書管理部史料編集室所蔵）
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巻首図版6 2004年国土地理院撮影 (COK2004-IXC-8-7)首里城跡





巻首図版8 2009年首里城跡の航空写真 （株式会社グラフィカ所有）



上段 ：調査区全景 （東側より望む）
下段 ：調査区の東半分を望む



巻首図版10 上段 ：調査区の西半分を望む
下段 ：調査区西側遺構の状況



巻首図版11 上段 ：調査区西側(B-D-14-17グリッド）を望む
下段：調査区中央(B-D-12-15グリッド）を望む



｀ ー

上段 ：調査区を南側より望む
下段 ：調査区東側(B.....,D-10.....,14グリッド）を望む



巻首図版13 上段 ：調査区東側(B,.,.,D-10,.,.,12グリッド）を望む
下段 ：調査区東側(B,.,.,D-10・11グリッド）を望む



巻首図版14 上段：調査区東側 (B•C-10 ......, 13 グリッド） を望む
下段：調査区中央(B.....,D-14・15グリッド）を望む



巻首図版15 調査区中央 (B-D-13•14 グリッド） を望む



巻首図版16 上段 ： 調査区西側 (B•C- 1 5-1 7 グリッド） を望む
下段：調査区中央(C・D-13-15グリッド）を望む



巻首図版17 上段：調査区西側(C•D-15•16 グリッド） を望む
下段：調査区西側(C・D-15,-,.;17グリッド）を望む





例 ロ

1 本事業は国営首里城公闘整備事業に伴うもので、内ffll府 沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所からの委

託（受託）を受けて沖縄県教育委員会が実施したものである。なお、発掘調査事業の総括及び業務調整等は所

管課の沖縄県教育庁文化課が行い、発掘調査及び資料整理等については沖縄県立埋蔵文化財センターが実施し

た。

2 本報告翡は、 平成6年度に実施した国営首里城公園（約4ha)の京の内北側地区（調査而和約2.000rrl)で

検出された逍構を網羅したものである。出土品の報告については、改めて報告するが、 今回報告した逍構と出

土品との時代関係について整合性は諮っていない。従って今後、迫構の時代観において変更もあり得る。

3 追構の時代観は、 平成 9年度刊行の「首里城跡一京の内跡発掘調査報告書 (I)-」で追構の数を 46基と

報告した。この報告書を基本にして、平成 12年度刊行の「特別企画展首里城京の内展一貿易陶磁からみた大

交易時代ー」及び平成 20年度刊行の「首里城跡一京の内跡発掘調資報告書 (II)-」において辿構数を 39基

に整理をおこない本報告に至っている。

4 本報告書で掲載した航空写真は、 国土地理院の 1944年米軍撮影 (3PR/5M3N XXIBC JAN -3F/152.4 REST)、

1984年 (OK84-IXC-12-8)、2004年 (COK2004-IX C-8-7)を複写掲載した。2009年首里城跡の航空写真

は、株式会社グラフィカの航空写真を複写掲載した。1945年4月2日米軍撮影 (CVZ0-103-63)の航空写真は、

沖縄県教育委員会史科編集室所蔵を複写掲載した。

また、 本報告聾に掲載した地図は、 国土地理院発行の 1/25.000、1/50,000の地形図を使用した。那湖市都市

計画部都市計画課発行の 1/10,000の地形図、平成 16年度沖縄県教育庁文化課作成の首里城跡測梵回、沖縄県

企画部情報政策課委託作成の地形図を使用した。

5 報告む抄録に掲載した座標系は、地形測歴及び写真測歴業務で委託した成果をインターネットで公開 (http:

/ /Vldb.gsi.jp/sokuchi/tky2jgd/)されている Web版TKY2JGDを利用した。日本測地系から世界測地系に変

換した。入力方法を例示すると、入力値は平面直角座標を選択し、日本測地系 「15系」を選択後に 「X座標：

23598.267m、Y座標 ：21971.191m」を入力後に変換方法を「世界測地系→日本測地系」を選択した。計算結

果は「北緯： 26°12'32.15599"、東経 ：127°43'18.24229n」が求められたものを記した。

6 辿構及び土層図面及び写真の一部は、平成 11年度に当センターヘの首里 ・若狭・兼城の三汽料室からの引っ

越し作業の際に誤って廃棄されたようである。その為、図面や写真が欠落した部分については、これを補完す

るかたちで編集した。

7 本報告魯は、金城屯信を中心に、瑞艇買尚美・赤嶺雅子・伊藤恵美利・中山晋ほかの協力を得て、編集を行っ

た。なお、発掘調査・資料整理などの調査体制については、第 I章の第3節に記してある。報告の原稿は、 全

て金城が執箪した。

8 本報告柑に掲載された現場の写真撮影は全て、金城亀信がおこなった。出土辿物の撮影及び現像・焼付けは

矢舟章浩 ・伊佐えりながおこなった。

9 発掘調査で出土した逍物及び実測図、写真等の記録は、すべて沖縄県立埋蔵文化財センターにて保管してい

る。
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第 I章序章

第1節 首里城跡公園整備事業に至る経緯
沖縄県（第 1図）の県庁所在地のある那覇市（第2図）首里当蔵町3丁目 ・金城町1丁目（第3図～第 15図）

には、 室町時代 (1338年-1573年）の中頃から明治時代 (1868年 ~1912年）の初期頃までの約 500年に亘っ

て第一尚氏 (1406年~1469年）、第二尚氏 (1470年 ~1879年）の尚氏王統の居城となった首里城（第4図～第

15図）があった。琉球王国の政治・経済・文化の中心として役割を果たしてきた首里城は歴代の琉球国王によっ

て、当時の琉球王国の土木 ・建築技術などの粋を集めて築城された沖縄の代表的なグスク（城郭）であった。グ

スク内には正殿、北殿、南殿などの多くの建築物が存在し、そのいくつかは旧国宝（正殿、守礼門、歓会門、瑞

泉門、白銀門、園比屋武御嶽石門の6件）として大正 14(1925)年に指定されていた。

琉球王国の追産でもあった首里城も昭和 20(1945)年の太平洋戦争末期に起きた沖縄戦で、米軍の艦船及び

航空機などからの集中砲火を受け、正殿や南殿 ・北殿などの多くの建造物が徹底的に破壊され、灰儘に帰してし

まった。更に戦後は、首里城跡に琉球大学が昭和 25(1950)年に創設され、その造成工事（昭和24年 6月から

校舎建設）によって改変がなされキャンパスとして昭和 57(1982)年までの32年間使用された（第3図）。

首里城及びその周辺文化財の整備に至るまでの時系列的な経過として、昭和45(1970)年に当時の琉球政府

文化財保護委員会によって首里城跡及び周辺文化財の復元整備計画を策定した。その後に、この構想を踏まえて

日本政府が第一次沖縄復帰対策要綱を策定し、閣議決定がなされた。沖縄が本土に復掃した昭和 47(1972)年

度から 「第一次沖縄振典開発計画」(1972年~1981年までの 10カ年） が着手された。この計画では、戦災文化

財の復元を和極的に拙進することが明記されている。第一次沖縄振典開発計画を踏襲して昭和 57(1982)年に

策定された 「第二次沖縄振興開発計画」(1982年 ~1991年） では、より具体的な公阿計画の位四付けがなされ、

この計画で首里城一帯の整備が提言された。現在の公岡整備計画の骨子となったのが、同年度に那覇市が策定し

た 『首里金城地区歴史的地区現境整備基本計画Jであった。当該計画を基本に、 二年後の昭和 59(1984)年度

に沖縄県が都市計画公薗を決定する目的で調査を実施し、 首里城と一体となる周辺文化財も含めた歴史的な風致

を構成している区域約 18haを公園の範囲とした。本計画が今日の首里城の復元整備の指針となった 「首里城公

園基本計画調査報告書」（註 1)であった。

その後、昭和 61(1986)年度に首里城内郭の約4haを沖縄県の本土復帰を記念して国営公園区域として『都

市公園整備事業（国営沖縄記念公園首里城地区）」として復元整備をおこなうことが閣議決定された（第4回・

第9固上段）。翌年の［昭和 62(1987)年度には、沖縄県が国営公園区域を除いた城郭の外側の区域約 14haを『県

営首里城公園jとして位協付け、建設大臣より都市計画事業の認可を受けて 「首里城公園基本設計」（註2)を

策定し、計画に基づいて整備が実施されている。

以上のような計画を踏まえながら首里城跡の復元に伴う遺構確認の発掘調査と平行しながら復元整備が実施さ

れてきた。但し、これらの計画が策定される以前の琉球政府時代には、昭和 32(1957)年に復元修理された園

比屋武御嶽石門（註3)や昭和 33(1958)年復元の首里城第二の坊門守礼門 （註4)などがあった。

首里城跡で最初に復元整備が着手されたのは、昭和49(1974)年に竣工した歓会門であった。次いで昭和 59

(1984)年竣工の久慶門であった。首里城正殿の復元工事は、 平成元 (1989)年から始まり、同時に北殿、南殿・

番所、奉神門、厳福門などの復元工事も実施された。平成4 (1992)年には首里城正殿を含めた建造物群が復

元整備され、 「首里城公園」として一部が公開されている。その後、系図座 ・用物座 （平成 12年3月復元竣工）、

京の内（①平成 13年度：工事着手、②平成 15年度：復元竣工）、下之御庭首里森御嶽（平成9年 12月復元竣工）、

二階殿（①平成 10年度：敷地造成及び外構整備済手、②平成 10年度 ：建築工事着手、③平成 11年度 ：復元竣

工）、書院 ・鎖之間（①平成 15年度 ：外構整備浩手、②平成 16年度：建築工事浩手、③平成 19年度 1月：復元

竣工）が順次整備され、一部地域（二階殿、 む院・鎖之間）を除いて一般に公開された。その間の平成 12(2000) 

年 12月2日には 「琉球王国のグスク及び関連追産群J(註5) として首里城跡 ・園比屋武御嶽石門を含む9の資
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産がユネスコ「世界追産」 に登録されている。平成20年には翡院 ・鎖之間の庭園が復元（註6)され一般に公

開された。なお、 柑院・鎖之間については 「首里城柑院 ・鎖之間庭園」の名称で、 平成 21年7月23日付で国の

名勝として指定されている （註7)。

次に首里城跡外郭等の復元整備に伴う追構確認調査などについて時系列的にその概略を記すと、沖縄が本土に

復帰した昭和 47(1972)年度から沖縄開発庁の補助を受けて沖縄県教育委貝会が「首里城城郭等復元整備事業」（第

4 図 • 第 1 表） として、 首里城外郭の歓会門復元整備事業から浩手した。順次年度計画に沿って外郭を半時計回

りに復元整備が実施され、久座門、木曳門、西のアザナ （物見） の石積み、 京の内南側物見石栢み、継世門、東

のアザナ （物見） の石和み、そして本事業の最終年度にあたる平成 13(2001)年度に右腋門北側城郭の石和み

の復元工事をもって、 首里城外郭の石租みや櫓門 （歓会門、久艇門、継世門）及び石門 （木曳門）の全てが復元

整備 （註8)された。復元整備された首里城外郭の全長は、 1.080m(その内、 10mは管理用道路）であった。

首里城内郭の施設等の整備に伴う遺構確認調資は、 昭和 59(1984)年度から歓会門 ・久座門内側地区（調究

面積 ：約4,000rrl、調査期間 ：8月20日~ 12月 14日） の辿構確認調査（註9)から開始された。昭和60・61

年度 (1985・86年） に首里城正殿跡の辿構確認調査（調査面積約 1,500面、 調査期間 ：昭和60年8月~ 10月、

昭和 61年7月~3月） が実施され、正殿跡から 5時期 (I期基坦~V期基坦：14世紀 代 ~1945年） の基坦跡 （註

10・11)が検出されている。この成果や沖縄県立図魯館に収蔵されている阪谷良之進製図の「旧首里城図 （昭和

6年頃）」 などを基にして首里城正殿の設計がなされ、昭和 63(1988)年に首里城正殿の設計が完了 し、 平成元

(1989)年から首里城正殿の建築工事が始まり平成4 (1992)年に復元竣工している。

以下、昭和 63年から平成 21年度までに実施された迫構確認調査を便宜的に番号を冠 し、時系列的に調査年度

と調資地区などを記す。

① 昭和 63(1988)年度：南殿・北殿跡の追構調査（調査期間： 6月24日～平成元年3月25日）。②平成元 (1989)

年度 ：御庭跡 ・奉神門跡の追構調壺（調査期間： 6月5日～平成2年3月）。③ 平成元 (1989)年度 ：下之御庭

跡 ・用物座跡・瑣泉門跡 ・漏刻門跡・ 版福門跡 ・木曳門跡 （調査面和5,240rrl、調査期間 ：元年 10月 10日～平

成 3年 3月 26日）。④ 平成 2 (1990)年度 ：右腋門及び周辺地区発掘調査（調査面和 ：850面、 調査期間 ：10 

月 18日～平成3年3月26日）。⑤ 平成5 (1993)年度：東のアザナ地区発掘調壺 （調査面梢約 700rrl、調査期間：

10月5日～平成6年9月26日）。⑥ 平成6 (1994)年度：京の内 （北側）地区（調査面積約 2,000rrl、調査期間：

11月21日～平成7年3月 28日）。⑦ 平成 7 (1995)年度 ：京の内 （南側）地区 （調査面積 1.000rri、調査期間 ：

11月21日～平成8年3月 28日）。⑧ 平成8 (1996)年度 ：京の内 （西側）地区（調査面積 1,000面、 調査期間：

7月1日～平成9年3月28日） ・下之御庭首里森御嶽地区 （調査面積64rrl、調査期間 ：平成9年2月20日~3

月21日）。⑨ 平成9 (1997)年度：二階殿地区 （調査面和 1,300rri、調査期間： 8月4日～平成 10年 3月20日）。

⑩ 平成 13・14(2001・02)年度： 書院 ・鎖之間地区発掘調査（調査面積 850面、 調査期問： 9月 17日～平成

14年 3月 15日）。⑪ 平成 15(2003)年度 ：黄金御殿地区発掘調査（調査面積450面、 調査期間： 6月 2日~12 

月27日）。⑫平成 16(2004)年度 ：淑順門地区発掘調査（調査面積 ：570面、 7月20日～平成 17年 3月1日）。

⑬ 平成 17(2005)年度 ：御内原西地区（調査面梢 565面、調査期間： 8月1日～平成 18年 1月31日）・ 黄金御

殿地区発掘調査（調査面和 50rrl、調査期間： 10月24日~ 12月1日）。⑭ 平成 18(2006)年度 ：銭蔵跡発掘調

査（調査面和300rrl、調査期間： 9月1日～平成 19年3月 14日）。⑮ 平成 19(2007)年度 ：銭蔵跡・御内原北

地区発掘調査（調資面和 300面、 調査期間 ：9月3日～平成20年2月29日）。⑯ 平成 20(2008)年度 ：銭蔵跡

南側～西側地区発掘調査（調査面和300rrl、調査期間 ：9月1日～平成 21年2月28日）。⑰ 平成21(2009)年

度 ：御内原北地区発掘調査（調査面積 370面、調査期間 ：9月 14日～平成 22年3月26日）が実施されている。

このような中で、 首里城内でも最も重要な型域であった「京の内」地域の復元整備の気運が高まり、 「京の内」

地域の実施計画に必要な当時の石梢み辿構などを検出して、「京の内」 の実施計画に反映させるべき情報の収集

を目的として内閣府沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所 （首里出張所）からの委託を受けて沖縄県教育庁

文化課が 「京の内」地区の追構確認を目的とした発掘調査を平成6年度から平成9年度まで実施（第9図上段 ・

第 14図）した。
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第 1表 首里城城郭等復元整備事業等の事業費の推移
（単位：千円）

No. 年 度 事 業 名（事業箇所等） 事業費 うち国費 補助費

1 昭和47(1972)年度 首 里 城 歓 会 門 復 元 整 備 24,925 23,678 9.5/10 

2 48 (1973) II 12,992 12,324 ＂ 
3 49 (1974) 首里城歓会門久鹿門接続石垣復元整備 22,094 11,047 1/2 

4 50(1975) 
＂ (49 ~ 50 年度計 98m) 51,016 12,008 ＂ 

5 51(1976) 首 里 城 久 殿 門 遺 構 調 査 4,184 2,092 ＂ 
6 52 (1977) 首 里 城 久 鹿 門 復 元 整 備 22,408 17,926 8/10 

7 53(1978) II 24,235 19,388 ＂ 
8 54 (1979) II 31,333 19,388 ＂ ， 55 (1980) II 23,872 19,097 II 

10 56 (1981) II 25,263 19,979 ＂ 
11 57 (1982) II 34,466 16,295 ＂ 
12 58 (1983) II 22,019 16,463 ＂ 
13 59 (1984) 

首 里 城 城 郭 復 元 整 備
20,051 15,720 ＂ （歓 会 門 ・久 慶門内 側 の石垣 ・石 畳 等 ）

II 
20,051 15,720 

（歓会門 ・ 久巖門内側の 石垣 • 石 仔 等 ） ＂ 
14 60 (1985) -----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

首里城城郭復元整備検討委員会 1,091 1,091 
ー・....一....・-..... 疇.・・-......... 疇・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・-・・・疇...........疇.............. ・・-囀..・--. -・-...... -. ・・-...... .....•...•.... ー...
首 里城 正 殿位 置 確認 調 査 委 託 4,155 4,155 

15 61(1986) 首 里 城 城 郭 復 冗 整 備
20,050 15,719 8/10 

（歓会門 ・ 久慶門内 側 の石垣 • 石 費 等 ）

62 (1987) 
II 

20,050 15,719 16 
（歓会門 ・久 股門内 側 の石垣 ・石 畳 等 ） ＂ 

17 63 (1988) 
II 

（ 歓 会 門 右 接 門 城 壁 ） 
26,230 20,56屯 ＂ 

18 平成元年(1989)年度
II 

（歓会門前庭及び歓会門接続城壁 24.fim) 107,764 84,487 ＂ 
19 2年(1990)

II 
107,784 84,502 

（ 木曳門 とその接続城郭 70.0m) ＂ 
20 3年(1991)

II 
107,790 86,640 

（ 西 の ア ザ ナ 等 城 郭 74.0m ） ＂ 
21 4年(1992)

II 

（ 久 蔑 門 東 側 城 郭 70.0m ） 
116,195 92,956 II 

22 5年(1993)
II 

（西のアザナから継世門にかけての城郭 187.Sm)
116,195 92,956 ＂ 

23 6年(1994)
II 

（西のアザナから継世門にかけての城郭 75.0m)
116,195 92,956 II 

24 7年(1995)
II 

125,465 100,372 
（西のアザナから継世門にかけての城郭 79.3m) ＂ 

25 8年(1996)
II 

（西のアザナから継世門にかけての城郭 49.2m)
125,465 100,372 ＂ 

9年(1997)
II 

26 
（ 継 世 門 及 び 両 側 石 垣 8.5m ） 

127,804 102,243 ＂ 
27 10年(1998)

JI 
127,804 102,243 

（ 継 世 門 の 東 側 城 郭 56.7m ） ＂ 
28 11年(1999)

II 

（ 東 ザ ナ 東 側 城 郭 ） 
130,038 104,030 ＂ の ア 67.4m 

29 12年(2000)
II 

130,037 104,030 
（ 東 ア ザ ナ 北 側 城 郭 92.4m ） ＂ の

30 13年(2001)
II 

（ 右 液 門 北 側 城 郭 77.lm ） 
123,169 98,532 II 

① 外 郭 の 距 離 1.030m 
② 外郭城門 （ 歓 会 門 ～ 継 世 門 ） 及 ぴ各門接続 石 籾みの距離 40m

1,972,190 1,524,692 
③ 外郭を横断 する管理用 道路の幅 10m 
外 郭 全 長 ① ＋ ② ＋ ③ ＝ 1.080m 

＊ 沖縄県教育庁文化課発行 『平成14年度版 文化行政要覧』に加筆修正
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註文献 ・引用文献

註 1.首里城公湖基本計画瀾査委員会「首里城公園基本計画濶査報告柑J1984年 9月。

註 2 沖縄県土木建築部「"j'.'j里城公園基本設計J1986年 3月。

註 3.仲座久雄 （園比屋武御紙石門復元工事報告〕「沖縄文化財関査報告 1958年」 「沖縄文化財調査報告 (1956年~1962年）』監修沖縄県

教育IT文化課那覇出版社 1昭和53(1978)年 7月。

註 4.沖縄県教脊委員会 「沖縄県有形文化財旧首里城保存修理工事報告行」 1993年 3月。

註 5.文化庁 ・沖縄県教脊委且会監修 「世界逍産琉球王国のグスク及ぴ関辿逍産群ー玉陵 ・園比届武御楳石門 ・今焔仁城跡・ 座喜味城跡 ・

勝連城跡 ・中城城跡 ・首毘城跡・識名園 ・斎場御嶽ー』「琉球王国のグスク及ぴ関述辿産群」世界辿産登録記念事業実行委貝会（沖縄

県教育委貝会教育庁文化課気付） 2001年2月8日。

註 6.沖縄タイムス「柑院・鎖之Ifり庭園を復元」・「首里城公園l勾あすから公開」 （内容 ：17世紀の首里城内許院 ・鎖之閥庭園が復元された。

首里城内にあった三つの庭園の中でも本格的に復元。絵図や古文柑、古写真などを根拠汽科として、 岩場は琉球石灰岩を使用し、 樹

種は‘ノテツやリュウキュウマツを植栽、芝生は与那国島から取り寄せ、 当時の姿に地形を再現した。庭間は 171仕紀中頃に冊封使など

の接待に使用。）沖縄タイムス社 2008(平成 20)年7月31日（木）朝刊。

註 7.平成21年度版「文化行政要貌」沖縄県教脊庁文化課平成22(2010)年 3月。

註 8.平成14年度版「文化行政要党」沖縄県教百庁文化課平成 15(2002)年 11月。

註 9.沖縄県教育委員会「首里城跡ー歓会門 ・久炭門内側地域の復元整備事業にかかる俎構瀾査ー」1998年 3月。

註 10.沖縄県教育委貝会「旧首具城正殿跡位置確認潤査報告掛J1986年 3月。

註 11.岱浜溺ー ・日原 静 「首具城花殿跡の閾査」 「文化課紀要」第4号沖縄県教育委貝会 1987年3月。

参考文献（発行年度順に記載）

l. 沖縄県 「首里城公園整佃計両調査J1986年 6月。

2. 内閣府沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所 ・社団法人 日本公園緑地協会「首里城地区造園土木基本設計報告柑J1988年 3月。

3. 財団法人海洋樽買会記念公園管理財団 「国‘営沖縄記念公刷首里城地区整備計画J1995年3月。

4. 沖縄県教育委且会 mi里城跡ー南殿 ・北殿跡の逍構潤査報告杏ー』1995年3月。

5. 沖縄県教育委員会 r首里城跡ー御庭跡 ・奉神門跡迫構閾査報告苔ー」1998年 3月。

6. 沖縄県教脊委U会「首里城跡ー京の内跡発掘瀾究報告りr-(I) -J 1998年3月。

7. 沖縄県立挫蔵文化財センターr首昆城跡一下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・殷術門跡・木曳門跡発掘閾査報告魯ー』2001年 3月。

8. 沖縄県立挫蔵文化財センター 「首里城跡ー右腋門及ぴ周辺地区発掘関査報告魯ー」 2003年3月。

9. 沖縄県立埋蔵文化財センター「首里城跡ー東のアザナ地区発掘調査報告牲ー」 2004年 3月。

10. 沖縄県立埋蔵文化財センター 「首里城跡ーニ階殿地区発掘瀾査報告Qr--」2005年 3月。

11. 沖縄県立迎蔵文化財センター「首具城跡ー柑院 ・鎖之問地区発掘閑査報告沿ーJ2005年 3月。

12. 沖縄県立迎蔵文化財センター「首具城跡一淑順門地区発掘潤査報告出:-J 2006年 3月。

13. 沖縄県立埋蔵文化財センター 「首里城跡一御内原地区発掘瀾査報告Qr--」2006年 3月。

14. 沖縄県立埋蔵文化財センター 「首里城跡一御内原西地区発掘潤査報告杏ー」 2007年3月。

15. 沖縄県立挫蔵文化財センター 「首里城跡一黄金御殿地区発掘謁査報告翡：ー」2007年3月。

16. 沖縄県立挫蔵文化財センター 「首毘城跡一下之御庭首具森御狐地区発掘濶査報告出=-」2008年 3月。

17. 沖縄県立埋蔵文化財センター 「首里城跡ー京の内跡発掘調査報告,;'}(II) -J 2009年 3月。

18. 沖縄県土木建築部南部土木事務所街路公園班 r首里城公園」（概要リー7レ介）2009年3月。

19. ll嬰城公園行理センタ~ r沖縄肖里城公園j (案内')-7切卜） 2010年 3月。

第 2節調査に至る経緯
第 1節の首里城跡公園整備事業と関連して、本格的に首里城跡の復元整備が動き出してきたのは、昭和 42

(1967)年から始まった琉球大学の移転と、これに伴う跡地利用計画で次の三つの構想厄）県立芸術大学構想（県

企画調整部）、②広域史跡公園構想（那覇市）、③首里城復元を核とした史跡整備構想（県教育庁・県文化財保談

審議会）I (註 1)が検討された。最終的に首里城正殿などの文化迫産を復元し、 首里城を含む地域を歴史的な都

市公園として整備（註2)することで構想が決まり、 「首里城公園基本計画報古習J(註3)で確定した。なお、

琉球大学移転の開始と終了時期は、昭和 56(1981) 年から始まり、 翌年の昭和 57(1982) 年までのニヶ年間を

要して、現在の西原町字千原へ移転した。琉球大学の移転直後から沖縄県教育委員会は、沖縄開発庁の補助を

受けて昭和 60(1985) 年に国指定史跡首里城跡の現状変更申請の手続きを経て、戦後初めて城内の歓会門 ・久

慶門内郭地域の発掘調査が実施された。この発掘調査と平行してi巾縄県教育委員会は、県単独の予算で昭和 60

(1985) 年 10月2日～昭和 61 (1986) 年 2月14日迄の期間、旧首里城正殿跡の位置確認を 目的とした発掘調査

がなされた。

-7-



昭和 61(1986)年度に首里城内郭の約 4haを沖縄県の本土復帰を記念して国営公園区域に位置付け「都市公

園整備事業（国営沖縄記念公園首里城地区）」として復元整備をおこなうことが閣議決定された。内郭の約4ha

の復元整備に伴う迫構確認調査が昭和63(1988)年から内閣府沖縄総合事務局国営沖縄記念公固事務所より沖

縄県教育委員会が委託を受けて復元整備に伴う逍構確認の発掘調査が行われ、今日 まで継続的に実施している。

復元整備に伴う内郭の辿構確認調査は、昭和63(1988)年の南殿跡・北殿跡地域の発掘調査から始まっている。

翌年の平成元 (1989)年は、特に調査対象面積が広範囲となり、その対象地域が御庭跡 ・奉神門跡地域および下

之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡 ・廣福門跡 ・木曳門まで達した。平成2 (1990)年は右1夜門及び周辺

地区の発掘調査が実施された。これらの発掘調査で確認された追構などの調査成果を基にして首里城正殿・南殿・

北殿などを含めた建造物群が復元整備され、平成4 (1992)年に首里城公園の第一期開園部分と して首里城正殿

を初めとする多くの建造物群が一部公開されて今日に至っている。

首里城内の復元整備や迫構確認のための発掘調査の進捗に伴い、未整備地域の首里城南側にある「京の内」地

域の復元整備が課題となり、整備に必要な基礎資料となる石精み逍構などの情報の収集を兼ねて平成6 (1994) 

年度より調査が開始された。「京の内」地域の一部は、明治 11(1936)年に伊東忠太 ・鎌倉芳太郎の両氏によっ

て発掘調査が実施された。伊東 ・鎌倉の両氏の報告（註4)では首里城の第一拡張時期に造成された古い段階の

郭であると解釈がなされているのみであり、復元整備に必要な情報としては不足しているようであった。

その後、伊東 ・鎌倉の両氏が発掘した首里城京の内跡から出土した明代の華南彩釉陶（三彩手軟陶器）の研究

をおこなった亀井明徳氏は、華南彩釉陶が国内で最も多塁、且つ器種も豊富に出土している ことを確認（註5)

している。

上記の伊東 ・鎌倉の論文や亀井氏の論文などの情報や現存する 「首里城古図」・「首里城図」などの古絵図（第

13図）の手掛かりを得てから 「京の内」地区の発掘調査の事前調査とした。

ところで「京の内」地域は正殿、南殿、北殿、 奉神門の存在する政治的建造物が集中する区域とは離れていて、

内郭の南西側にあり、首里城の発祥とも関係のある班域的な場所でもあった。京の内は、城内でも東のアザナ（標

麻 135.5m)に次いで、高所（標麻 135m)に位悩する。古絵図から粕度の高い第 13図の 「首里城古絵図Jに基

づくと「京の内」には、 五つの御嶽が存在していたようであり、南側の高所には首里森御嶽、西南側に真玉森御

嶽、西側に「京の内之三御嶽」と称された三つの御嶽があったようである。その他に、 首里森御嶽の東隣りに家

屋（第 13図 ー 図 Bの区画B)や南殿番所の北西側（第 13図ー図 Bの区画 A)には家屋が2棟描かれている。

その他に「京の内」の内郭には御根や建物空間を仕切る石積みが四基程度と、最も高い南側地域に入る西側部分

には、階段と石造りの棋門（アーチ門）が描かれている。以上の配爵を念頭に入れながら発掘調査を平成6(1994) 

年 11月21日から甲成7 (1995)年3月28日までの期間実施した。

註文献

註 l.琉球新報 「難航する琉大跡地利用 ／県立芸大 ／史跡公陸II首星城復元／三梢想の意見対立」1980(昭和55)年 9月 16日（火）朝刊 。

註 2.沖縄クイムス「首里城公園を国営公園に ／復帰20年事業へ ／正殿67年度までに復元 ／植木構想を発表」 1984(昭和 59)年 6月 13日（水）

朝刊。

註 3.首昆城公園基本計両濶査委員会「首昆城公圏基本計両濶査報告店」 1984年 9月。

註 4.伊束忠太 ・鎌介芳太郎「南海古陶姿』宝芯舎 1937年。

註 5.fO. 井l肘徳「明代嘩南彩陶をめぐる諸l廿1題」 三上次男博士喜寿記念論文集陶磁紺 三上次男栂士喜寿記念論文集編集委員会 1985年。

参考文献

1. 糸数兼治 ・常浜菌］ー・上原 静「旧首里城正殿跡位骰確認潤査報告{'U沖縄県教行委貝会 1986年 3月。

2. 常餌副ー ・上原 静「首呈城正殿跡の潤査」「紀要」第4号 沖縄県教脊委員会文化課 1987年 3月。

3. 沖縄県教育委員会 「首里城跡ー歓会門 ・久脱l"ll村1111地域の復元整伽事業にかかる追構謁査ー」 1998年 3月。

4. 沖縄県教育委員会 「首印城跡ー南殿 ・北殿跡の辿構囮芥報告店:-J 1995年 3月。

5. 首里城研究グループ 「首里城入門ーその建築と歴史ー」ひるぎ社 1989年。

6. 「首里城公園ガイドプック」財団法人海洋博買会記念公園管理財団首里城公園管理センター 2000年 3月。
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第 3節調査の体制
京の内跡の発掘調査は、 平成 6 (1994)年度～平成 8 (1996)年度までの三カ年実施し、資料整理については

京の内発掘調査報告書(I)の刊行年度である平成 9(1997)年度と今回の報告書作成までに係った平成 21(2009)・

平成 22(2010)年度に限定して、 下記のような体制で実施した。なお、繊名等は当該年度のものを標記。

◎平成 6 (1994)年度組織 （迫構調査年度）

0事業主体 沖縄県教育委員会 教育長 嘉陽正幸

0事業所管沖縄県教育庁文化課課 長 西平守勝

同 上 副参事 上原武次

0事業総括 同 上 課長補佐 知念勇

同 上 課長補佐 新垣末子

0事業事務 沖縄県教育庁文化課管理係 係長比屋根正治

同 上 I/ 主査新垣 和子

同 上 ，， 副主査 新崎文子

同 上 ,, 副主 査 宮城直子

同 上 ,, 主事伊波盛治

0事業実施沖縄県教育庁文化課埋蔵文化財係係 長 大 城 慧

同 上 ケ 主 任 専 門 員 岸本義彦

同 上 // 士． 任島袋洋

同 上 // 専門員長嶺均 ・専門員金城透

同 上 ケ 指禅 主事 西銘硲

同 上 埋蔵文化財係史跡整備班班 長 上原静（発掘総括者）

同 上 ,, ,, 指潟主事運天和夫

同 上 ,, ,, 指禅主事我那覇念

同 上 IJ I/ 主 任 盛 本 勲

同 上 I/ ヽ 主 任 金 城 亀 信 （ 発 掘 担当者）

同 上 ,, ，' 調査嘱託員 高宮とり・渡邊尚子

0専門調査指埒 ・助言（辿構調査、資料整理 平成 6年度～平成 8年度）

文化庁記念物課調査係整備部門 主任文化財調査官田中哲雄 平成 6年

同 上 /I 史跡部門 文化財調査官伊東正義 平成7年

同上 ，， 史跡部門 文化財調査 官増 渕徹 平成 8年

奈良国立文化財研究所元所長 坪井清足 （平成6年）

同 上 飛烏藤原宮跡発掘調査部 元部長 牛川喜幸（庭園平成6年）

中国福建省文化庁文物所 副所長 鄭阪珍 （陶磁器 ・城郭 平成7・8年）

福建省栂物館 副研究員 楊踪 （陶磁器 ・城郭 平成 6年）

ベトナム 国立ハノイ 考古学研究所主任研究員 チン・カオン ・トゥホン一 (TrinhCao Tuong) 

カナダ トロント大学 教授 リチャー ド・ビアソン (R.J.Pearson) 

九州大学文学部 教授西谷正（城郭 平成 7年）

専修大学文学 部 教授亀井明徳 （陶磁器平成6年）

愛媛大学法文学部助教授村上恭通（鉄製品平成8年）

東京外国語大学専任講師 小川英文 （フィリピ ン ・東南アジア考古学平成 6年）

青山学院大学 文学部教授田村晃一 （考古学平成6年）
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熊本大学法文学部元教授白木原和美（考古学平成6年）

鹿児島大学法文学部教授上村俊雄 （考古学平成6年）

名古届大学文学部 教授渡邊誡 （考古学平成 7年）

沖縄国際大学文学部教授高宮炭衛 （考古学平成6・8年）

ノルウェー科学ア カデミー 薄士 トゥールハイエルダール (ThorHeyerdahl) (平成8年）

鎌倉考古学研究所 所長手塚直樹 （陶磁器平成 8年）

漆器文化財科学研究所所長四柳嘉章 （漆器平成 6年）

沖縄県指定無形文化財保持者前田孝允 （琉球漆器平成6年）

沖縄県文化財保護審議会 委貝長 窃元政秀 （史跡 ・名勝 ・考古学平成 6年）

沖縄県文化財保談指消委員 玉津t導克 （史跡 ・名勝 平成 6・7年）

福岡市美術館 学芸員 尾崎直人 （タイ ・ベトナム陶磁 平成7年）

福岡市教育委貝会 埋蔵文化財係主事 佐藤一郎 （陶磁器平成 8年）

宇佐市教育委貝会文化課文化財係技師 江藤和幸 （史跡 ・考 古 学 平成 8年）

浦添市美術館学芸員金城聡子 （漆器平成6年~8年）

那覇市教育委員会文化課課長 金武正紀 （陶磁器 ・考古学 ・史跡平成6年~8年）

同 上 ヶ 主森島 弘 （考古学平成6~8年）

同 上 ヶ 主事玉城安明 ・主事 仲宗根啓（考古学平成6・7年）

那覇市教育委貝会壷屋焼物薄物館準備室室長 渡名喜 明 （美術 ・エ芸平成 7・8年）

同 上 非常勤学芸員我部太郎（美術史平成7・8年）

北谷町教育委員会 又化課 土事山城安生（考占学平成6年）

南風原町教育委員会文化課 学芸員 上地克哉 （考古学平成 6年~8年）

玉城村教育委貝会社会教育課主事西平開（史跡・ 考古学平成6年~8年）

糸ii岡市教育委員会文化課主事湖城消（考古学平成7年）

同 上 ヶ 主事補大城一成（考古学平成7年）

中城村教育委貝会生涯学習課主事渡久地真（史跡・考古学 平成 6年）

今帰仁城跡整備研究委員会委員 名嘉正八郎 （歴史平成7年）

同 上 委員赤嶺和男 （建築平成 8年）

財団法人沖縄県文化振興会史料編集室 主幹 安里嗣淳（考古学 平成 6~8年）

沖縄県立博物館学芸課長裳慎嗣ー （史跡 ・考古学 平成6年）

琉球大学 元教授仲松弥秀 （民俗 ・地理学平成 7年）

法政 大学 文学部元教授 外間守善（国文学平成 6年）

琉球大学法文学部教授池宮正治（国文学 平成 6~8年）

琉球大学法 文 学 部 教 授 高 良 倉吉（歴史学平成 6~8年）

浦添市教育委貝会文化課 主幹 安里 進（考古学平成8年）

琉球大学法文学部教授池田榮史（考古学 平成 6・7年）

基山町教育委員会 係長山田正（史跡・考古学平成8年）

〇 聞き取り調査および情報提供者（平成 6~8年度）

阿波根直盛 • 新垣幸有 • 石川逢仁 ・上江洲安英 ・上問秀政 ・大城宜英 ・我喜屋宗徳 ・我喜屋 満 ・

桂 辰哉 ・ 小橋川興永 • 島 秀範 ・ 城間富吉 ・ 高江洲良吉 ・ 田場典喜 ・ 仲本政治・真栄平房敬• 宮城盛長

・屋嘉比朝勇 ・屋比久益貞 ・首里城復元期成会 ・琉球大学

0発掘調査協力者（辿構実測など平成6~8年度）

県教育庁文化課 埋蔵文化財係 主任 島 袋 洋・金城透（平成 6~8年）

県教育庁文化課 埋蔵文化財係指諒主事 西銘章（平成6年）
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県教育庁文化課 埋蔵文化財係嘱託調査員 新城恵 • 田中ゆきの ・仲座久宜 （平成6・7年）

同上 上原清乃 ・仲典根ゆかり （平成6~8年）

上

上

上

罰

同

同

“
 

ル
‘

”
 

ル・
・

仲間留美 ・又吉純子 （平成 6~8年）

長田 剛（平成7・8年）

史跡整備係 啄託調査員 矢沢秀雄 （平成6~8年）

同 上 上原久（平成6・7年）

石垣市教育委員会 文化課 主事島袋綾野 （平成6年）

下地町教育委員会 文化財係 主事 川満邦弘 （平成7年）

0発掘調査作業貝 （平成 6年度）

呉屋正一 ・小波津夏子 ・山畑キミ ・玉城冨子 ・呉屋光子 ・大城輝子 ・小波津ヨシ子 ・幸地ヨシ子 ・

小橋川恵子 ・小橋川幸子 ・永吉弘子 ・小湾清美 ・イ巾程喜美子 ・）II鍋敬子 ・稲嶺フミ子 ・仲里ハル子 ・

宝城信子 ・嘉数キミエ ・呉我フジ子 ・新垣美智子 ・中田邦子 ・嘉手納 太 ・ 諸見里幸子 • 島袋文子 ・

松本倫子 ・柚木崎末子 ・堀切邦子。 琉球大学学生 米須美津 ・北谷 香 ・比嘉宮子 ・神里利恵子。

富山大学学生古屋聡洋。

〇 資料整理作業員 （平成 6年度）

安租千代子 ・平良費子 ・外間 瞳 • 島袋春美 ・ 金城礼子 ・西銘パ ト ロシニア・仲村恒子 • 島 京美 ・

備瀬枝美子 ・ 座間味美津子 ・ 立津春枝 • 島袋里美 ・喜屋武さおり ・源河秀子 ・玉城恵美利 ・知念純子 ・

石嶺浜由美 ・新垣千恵子 ・川満奈美子 ・喜舎場かおり・ 高良三千代。

別府大学学生 城間 骰。

0発掘調査協力者（平成 6年度）

金成淳一 • 松本 茂 （以上 2 名 富山大学学生）。 山本正昭 （奈良大学学生） 。

松竹 譲 ・ 喜屋武盛世 • 宮里宮二男 （以上 3 名 松竹重機）。 i睾抵直彦 （与那嶺測悦設計）

国営沖縄記念公園事務所 首里出張所 ・海洋博買会記念公園 管理財団首里城管理センター

◎平成7 (1995)年度組織 （辿構調査年度）

0事業主体 沖縄県教育委貝会 教 育長 仲里長和

0事業所管 沖縄県教育庁文化課課 長 西平守勝

同 上 副参 事 濱比嘉 勝

0事業総括 同 上 課長補佐 日越 国昭

同 上 課長補佐 新垣末子

0事業事務沖縄県教育庁文化課 管 理係 主幹兼係長 比屋根 正治

同 上 ケ 主 査 新垣 和子

同 上 // 副 主査宮城 直子

同 上 ,, 副 主査 新崎文子

同 上 ,, 主 事 伊波盛治

0事業実施沖縄県教育庁文化課 史跡整備係 係 長 上原静 （発掘総括者）

同 上 // 指導主事 運天和夫

同 上 ,, 指祁主事 我那覇 念

同 上 l1 主 任盛本懃

同 上 ,, 主 任 金城亀信（発掘担当者）

同 上 ,, 嘱託調登貝 嵩宮とり・渡邊尚子

0事業協力 沖縄県教育庁文化課埋蔵文化財係係 長 大城 慧

沖縄県教育庁文化課埋蔵文化財係 主 任 島袋 洋
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沖縄県教育庁文化課埋蔵文化財係指禅主事 西銘箪

同 上 ヶ 専門員金城透

0発掘調査作業貝（平成7年度）

大城輝子 ・ 仲程喜美子 ・ 永吉弘子 • 島袋文子 ・稲福フミ子 ・仲里春子・玉城信子 ・小波津ヨシ子 ・

柚木崎末子 ・城間智子 ・呉屋正一 ・小波津夏子 ・山畑キミ ・呉屋光子 ・幸地ヨシ子 ・玉城富子 ・

小橋川恵子 ・小橋）II幸子。

別府大学学生城間 撒、琉球大学学生米須美津、富山大学学生金成淳ー • 松本茂、、沖縄国際大学

学生上原 久

〇資科整理作業貝（平成7年度）

伊波小百合 ・新垣千恵子 ・石橋朝子 ・小嶺脆子・浜元春江 ・又吉純子 ・仲間留美・大村広美 ・高良三千代 ・

玉城恵美利 • 安和千代子・平良費子 ・ 金城窯 ・ 知念純子 ・ 岡村綾子・上原園子・外間瞳 ・ 津波古好子 ・

比嘉登美子 ・折田衣代 ・金城美折 ・金城さおり ・長田剛 ・伊波和歌子 ・又吉亜由美

◎ 平成8 (1996)年度組織 （追構調査年度）

0事業主体 沖縄県教育委員会 教育長 仲里長和

0事業所管沖縄県教育庁文化課課 長 大 城 将 保

同 上 副参事 川満 一成

0事業総括 同 上 課長補佐 日越国昭

同 上 課長補佐 稲嶺靖子

0事 染事務沖縄県教育庁又化課管理係 土幹兼係長 比屋 根 正 治

同 上 ，，， 主 査村山 佐代

同 上 l1 副主査新垣敏子

同 上 ケ 主 任裳間保智

同 上 4ヽ 主 事上原直樹

0事業実施 沖縄県教育庁文化課 史跡整備係 係 長上原静（発掘総括者）

同 上 It 指母主事運天和夫

同 上 It 指森主事我那覇念

同 上 ,, 主 任盛本煎

同 上 ケ 主 任金城亀信（発掘担当者）

同 上 ケ 嘱託調査員 嵩宮とり ・渡邊尚子

同 上 ケ 嘱託調資員 矢沢秀雄 ・稲垣千明

0事業協力 沖縄県教育庁文化課埋蔵文化財係係 長大城慧

同 上 ，' 主 任島袋洋

同 上 It 指禅主事比嘉聡

同 上 ,, 専門員長嶺均 ・金城透

同 上 ,, 専門員上地 t専 ・仲座久宜

0発掘調査作業員（平成8年度）

大城輝子 ・仲程費美子 ・永吉弘子 ・小波津ヨシ子 ・桃原隆信 ・瑞炭甕長祐 ・瑞炭覧繁美 ・真栄城千枝子 ・

宮城橙子 ・中原ミツ子 ・安次富マサ子・諸見里幸子・金城和也・城間婚 ・山本正昭・ 喜舎場盛安 ・

安次富正寿 ・桃原佐恵美・仲村トヨ子・山内利江子・小松博幸・中塚末子 ・呉我フジ子 ・宮国恵子 ・

与那嶺勢津子 ・大城愛子 ・大城かおる ・外間徳男

〇資料整理作業貝（平成8年度）

米田愛子 ・知念純子 ・岡村綾子 ・新垣千恵子 ・伊波小百合 ・嘉数禍子 ・金城薫 ・備瀬枝美子 ・浜元春江
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・玉寄智恵子・石橋朝子 ・ 石垣奈美 ・ 津波昭史 • 島袋春美 ・仲宗根三枝子 ・城間千鶴子 ・田場直樹 ・

裳山廉子 ・金城美祈 ．我那覇悠子 ・比嘉孝子

◎平成9 (1997)年度 組織 （「京の内跡発掘調査報告む (I)」報告む刊行年度）

0事業主体沖縄県教育委員会 教育長 安室縦

0事業総括沖縄県教育庁文化課 課 長 人城将保

同 上 課長補佐 日越国昭

同 上 課長補佐 稲嶺靖子

0事業事務沖縄県教育庁文化課 管理係 主幹兼係長大浜節

沖縄県教育庁文化課 管理係

同上

同上 I， 

0事業実施 沖縄県教育庁文化課史跡整備係

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

〇資料整理指禅および協力者

文化庁記念物課埋蔵文化財部門 文化財調査官坂井秀弥（中国陶磁）

文化庁 ヶ 文化財調壼官小池伸彦（考古学生産追跡）

出光美術館理事（元東京国立陣物館 次長） 長谷部楽爾（中国陶磁）

出光美術館 学芸課長 弓場 紀知 （同 上）

国立歴史民俗博物館 考古研究部教授 吉岡康暢 （中世陶器）

財団法人市原市文化財センター 調査研究員 牧野光隆 （考古学）

財団法人沖縄県文化振典会史料編集室主幹 安里扁財享

沖縄県教育庁文化課 埋蔵文化財係係 長 大 城 慧

/1 

ん・

“
 
ん‘

主査村山 佐代

主査砂川 邦子

主事上原直樹

係長上原瀞

充指祁主事運天和夫

充指琳主事我那覇念

主 任 盛 本 勲

主任金城透

埋蔵文化財 係 主 任 金 城 亀 信

ク

ん
'

ル・

補助貝 渡邊尚子・花城五百子 ・宮城利香 ・崎浜陽子

嘱託調査員 矢沢秀雄 • 島袋春美 ・ 赤嶺雅子 ・ 至寄智恵子

嘱託調査員 又吉純子 ・比茄俊子 ・城問 撒

同 上 I/ 主任専門員 岸本義彦

同 上 ,, 主 任島袋洋

同 上 It 専門員上地隙

詞 上 ケ 充指禅主事 比麻聡

沖縄県立拇物館学芸課主幹兼課長 営慎嗣ー （「京の内」出土品展関係者）

同 上 ,, 充指蔚主事 津波古 聡（「京の内」出土品展指禅助言）

阿 上 ，， 学芸員 仲間留美（「京の内」出土品展示協力）

佐賀県教育庁文化課課長補佐大橋康二

沖縄県教育庁文化課文化財係有形文化財（美術工芸）主任 園原謙

同 上 ，, 民俗文化財充指導主事 桃原茂夫

財団法人岩手県文化振典単業団 埋蔵文化財セ ンター調査課 課長補佐裔橋輿右衛門

那覇市教育委貝会文化課課長 金武正紀

岡山県古代吉備文化財センタ ー調査第二課長 伊藤 晃
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東洋陶磁学会会貝 森本朝子

山口県立萩美術館 学芸員 宮田絵津子

0発掘調査作業貝（平成 9年度）

小波油ヨシ子 ・大城輝子・大嶺愛子 ・永吉弘子 ・仲程喜美子 ・瑞座買長祐 ・瑞殿買繁美・諸見里幸子 ・

安次富マサ子・勢理客智也 ・ 真栄城千枝子 ・ 宮城澄子 ・ 中原ミツ子・桃原隆信• 島袋朝輝・桃原さおり ・

島仲恵子 ・比嘉泊恵 ・比嘉剛 ・浦崎京子 ・伊佐芙幸 ・上間宏美

沖縄国際大学卒業生藤崎京。別府大学卒業生城間樅。奈良大学学生山本正昭。

0資料整理作業貝（平成9年度）

請盛智秋 ・嘉数祖子 ・備瀬枝美子 ・石橋朝子 ・知念純子・岡村綾子・伊波小百合・ 至城恵美利 ・源河秀子

• 渡泌尚子 ・牧志加代子・国吉春美 ・池原直美 ・瑞慶閲尚美 ・謝名元かずみ・茂太春枝・川上賞美子 ・

上原富士子

0資料整理作業協力者（平成9年度）

比嘉孝子 ・新垣利津代 ・比嘉登美子 ・大城勝江 ・上原園子 ・城IJ.1千餞子 ・外間 瞳 ・仲宗根三枝子 ・

安和千代子 ・永友和子 ・村山理代 ・折田衣代 ・長田 剛 • 田中ゆきの ・金城洋子 ・高良三千代 ・

玉榮さ とみ • 吉田昌子 ・金城薫 ・手嶋永子

◎ 平成 21(2009)年度 組織 （「京の内跡発掘調査報告書 (III)」汽料整理年度）

0事業主体 沖縄県教育委員会 教 育 長 金武正八郎

同 上 教育指禅統括監 大城浩 ・教育管理統括監 岩井健一

0事業総括 沖縄県教育庁文化課 課 長 大城慧

同 上 副参事兼文化班長 仲本典彦

0事業事務 計＇！縄県教育庁文化課 文化班 主 任 篠田卓也

同 上 ,, 主 任 林梨津子

同 上 記念物班班 長 島袋洋

同 上 ,, 指禅主事 久高健

0事業実施 沖縄県立埋蔵文化財センター 参事兼所長 宝栄直

同 上 総務班班長 嘉手苅勤

同 上 総務班 主査 本永恵

同 上 ,, 再任用主査知念百合子

同 上 I/ 主 任村吉由美子（予鉢担当）

同 上 調 査班班長金城亀信（汽料整理 ・報告書作成担当）

同 上 ,, 主 任仲座久宜（御内原地区発掘調査担当）

0資料整理指母および協力者

沖縄国際大学総合文化学部社会文化学科教授上原静（考古学）

京都国立拇物館学芸課 工芸室長 久保智康（金属製品解釈指禅）

佐賀県立九州陶磁文化館館長大橋康二 （陶磁器）

千葉県立中央博物餓 動物学研究科 上席研究員 黒住耐＝ （貝類分析解釈指導）

0~ 介料整理作業及び協力者（平成21年度）

沖縄県立埋蔵文化財センター調査班 主 任知念隆博（金属製品・ガラス製品軟X線撮影 ・現像）

文化財閤査嘱託貝 岩元さつき・大城歩・大堀皓乎 ・内間 真吾 ・岸本竹美

埋蔵文化財汽料整理嘱託員赤嶺雅子 ・新垣利津代 ・池原直美 ・伊墜由希 ・石嶺敏子 ・伊藤恵美利 ・

伊租若奈 ・上原園子 ・上原美穂子 ・大村由美子 ・荻堂さやか ・金城政史 ・

金城友香 ・ 久保田有美 ・ 崎原美智子・城間千鶴子・瑞慶喪尚美 • 平良貴子 ・
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高良三千代・玉城照美 ・玉城実子 ・玉寄智恵子 ・友利映子 ・仲宗根三枝子・

諸久村泰子・外間瞳 ・比嘉登美子 ・久田慎子 ・又吉純子 ・矢舟章浩 ・

吉村綾子

資料整理作業員上地由紀子・具志良子 ・ 津多恵 • 宮里有季子 ・ 又吉志麻子

◎平成 22(2010)年度 組織 （「京の内跡発掘調査報告書 (m)」報告曾刊行年度）

0事業主体汎．！縄県教育委員会 教 育 長 金武正八郎

同 上 教育指禅統括監 大城浩 ・教育管理統括監 山里清

0事業総括 沖縄県教育庁文化課 課 長 大城慧

同 上 副参事兼文化班長 仲本典彦

0事業事務 沖縄県教育庁文化課 文化班主 任篠田卓也

同 上 ,, 主 任城間奈津子

同 上 ，，， 主 任林梨津子

0事業事務 沖縄県教育庁文化課 記念物班班 長品袋洋

同 上 ケ 指潟主事久高健

0事業実施 沖縄県立埋蔵文化財センター 所 長守内泰三

同 上 総務班 班 長嘉手苅勤

同 上 ,, 主 査玉寄秀人

同 上 ,, 主 査本永恵

同 上 ，， 土 査恩河朝子

同 上 ,, 再任用主査 比嘉市子

同 上 ケ 臨任主事玉城飛鳥

同 上 調査班 班 長 金城亀信（資料整理・報告書作成担当）

同 上 ケ 主 任 瀬戸哲也（叔順門西地区発掘調壺担当）

0資料整理指禅（平成22年度）

沖縄国際大学総合文化学部社会文化学科教授上原静（考古学）

京都国立博物館 企画室長 久保 智康（金屈製品解釈指甜）

東京文化財研究所保存修復科学センター 分析化学研究室長 早川 泰弘（保存科学）

佐賀県立九州陶磁文化館館長 大橋康＝ （陶磁器）

糸禍市役所経済観光部商工労働課課長金城善（歴史民俗関係指森）

0汽料整理作業及び協力者（平成22年度）

沖縄県立埋蔵文化財センター調査班 主任 中山晋（地形図データ処理加工）

文化財調壺噸託貝 岩元さつき・内間真吾・大城歩 ・岸本竹美 ・具志堅消大・菅原沙香・瑞慶覧長順・

徳嶺里江・長嶺優 ・比嘉優子 ・宮城明恵 ・山口こずえ

埋蔵文化財資料整理嘱託員赤嶺雅子 ・新垣みどり ・新垣裕子 ・池原直美 ・伊藝由希 ・伊佐えりな ・

石嶺敏子 ・伊藤恵美利・殷愈平 ・上地由紀子 ・上原園子 ・上原美穂子・

資料整理作業員城間裕子

大村由美子・金城政史・具志良子 ・久保田有美・城間千鶴子・瑞慶克尚美 ・

高良三千代 ・玉城実子 ・玉城照美 ・玉寄智恵子 ・津多恵 ・土田智恵美 ・

裳山哲也 ・ 仲宗根三枝子・仲宗根めぐみ・中山まり• 野村知子 ・比嘉登美子 ・

譜久村泰子・外間瞳 ・又吉志麻子 ・又吉純子 ・宮里絵里 ・矢舟章浩 ・

山川由美子 ・吉村綾子
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第 4節調査の経緯
首里城京の内跡の発掘調査は、 平成 6(1994)年 11月21日から開始して翌年の3月28日までの約 5ヶ月間

にわたって実施された （第9図上段）。 なお、 事前に不発弾検出のための磁気探査を9月 19日・20日の二日間

実施し、 異常点の掘削探査に立ち合って調査を実施した。

調査地区の発掘前の状況は、平成4(1992)年の首里城正殿、北殿、南殿、奉神門、殷福門などの復元整備が完了し、

首里城公園として一部が開園した。開園に伴って京の内地域は、北側の下之御庭から南側の斜面地まで客土がな

され、 全面に芝張りで暫定的な仮整備が行われていた。客土は琉球大学の基礎跡より上になされていて、 調査は

仮整備の芝の除去から始まり、次に客土の除去をバックホウ （クローラ製） でおこない琉球大学の旧地表面まで

剥ぎ取った後に磁気探査（水平探査）をおこなった。磁気探査の測線間隔は、 lm間隔の35測線で探査の総距

離程は 2,432mであった。磁気探査の結果、発掘調査地区内で異常点が61ヶ所が確認された。掘削を伴う確認

探査で61ヶ所の内、 29ヶ所が鉄筋コンクリート、鉄筋、鉄パイプ、鉄片、鉄筋コンクリート板、鉄屑、鉄管、

番線（針金）入りコンクリー ト、マンホールの 9種類が確認された。磁気探査での磁気異常測定から反応した磁

気址は、 5ガウス~50ガウス以上で鉄屈・鉄片・鉄バイプのサイズなどの差で、磁気址が変化するようであった。

異常点 61ヶ所の内、深度が 90cm~ 100cmまでの範囲内で、磁気批が 14ガウス~60ガウスの範囲内に収まっ

た10ヶ所については、調査員が立ち合いで往時の追物や辿物包含陪を確認する 目的も兼ねて不発弾の検出を行っ

た。磁気探査の結果、琉球王国時代の追物や沖縄戦で使用された不発弾等は検出されなかった。

この時点で磁気探査を終了したが、琉大地盤を東側から西側ヘバックホウ （クローラ型）で慎重に旧表土を削

平しながら掘り下げたところ手梱弾4発、砲弾2発を検出したため、関係機関に連絡を入れて処理を依頼した。

その後、追構内の崩れた栗石を手作業による除去をおこなっていた調査員が持ち上げた石の下から完形の信管付

の不発弾 (;j佳定サイズは長さ64.2cm、幅 17.1cmで、野戦砲 155ミリ砲弾以上から 203ミリ未満の砲弾とみられ

る。弾頭信管が東を向いている事から米軍が那覇の西方 13kmのチービシにある神山島に重砲陣地を構築、この

陣地から発射された砲弾の可能性がある。） が見つかり、調査員は手に持った石 (25kg)を下ろすわけにもいかず、

そのままゆっくりと栗石の中を歩きながら 10数m離れた土砂悩き場まで石を運んだ。急ぎ、 調査員が戻って不

発弾の状況を確認したところ砲弾先端の信管に青錯が発生し、非常に危険な状態にあると判断して土嚢袋に土砂

を入れて、 土嚢袋で不発弾の周辺を囲い、 更に直射日光が当たらないようにプルーシートで覆い、 直ちに警察に

通報し、自衛隊へ不発弾処理を依頼した。

不発弾も無事撤去されたが、磁気探査は地表面から lm以内しか反応しないことが後になってわかった。また、

発見された不発弾は、砲弾が回転しながら飛来し、回転しながら追構内の栗石に潜り込んで、砲弾先端部分の信

管が栗石に衝突することなく栗石と栗石の間に挟まったまま停止して不発弾となったことが判明した。

このような状況で琉球王国当時の地表面と首里第一尋常高等小学校 (1912年~ 1945年）当時の地盤までバッ

クホウ（クローラ型）や手掘 りで掘り下げたが、 調査地区の南側半分は琉球大学校舎（短大管理棟、理科実験室、

教育校舎及び同ビル別館、法文校舎及び同ビル別館Bなど）建築の際の造成により琉球石灰岩の掘削や削平が

なされ、遺構の残り具合は悪かった。逆に北側は琉大校舎地盤のレベルより低い地域は、道路、中庭、各校舎へ

の通路と利用されたことと校舎などの構築物が建設される事がなかった事が幸いして、 旧表土レベル内での軽微

な攪乱を受けている程度で、 全体的に辿構の保存状態は良好であった。追構検出に際しては、追構直上までバッ

クホウで慎重に削平しながら辿構を確認しながら掘り下げた。この辺はオペレーターの松竹譲氏の長年の経験(10

年）と技術が生かされ5cm前後の誤差で剥ぎ取りが可能となり、調査がスムーズに進行していった。追構直上よ

り下部の発掘調査は、人力による手作業で辿構を紺出させながら掘り下げていった。

追構の検出に際しては確認され次第、第 16図のように追構の形状などから記号と番号を検出順に冠していっ

た。また、遣構の性格や時期を具体的に把握する 目的で、逍構沿いにトレンチを入れながら発掘調査を進行させた。

結果として検出された追構は 51基（調査終了時点で、遺構番号に重複が発生）を数えた（註1)。その後、辿構

の整理（途切れた石栢み辿構同士が繋がり 一つの追構として整理、SA19・SA20・SA28が土城 SKOlの倉扉跡

となるなど）と検討をすすめたところ平成 12(2000)年度の段階で39基（註2)となった（第1表）。
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これらの逍構発掘調査で約 5ヶ月を要 したが、 土荊図や追構の断而図の作成などで時間を要し、実測図が完成

したのは、 平成 7(1995)年 12月 14日までの期間となり、 実に発掘調査開始から終了までの期間は 1年 1ヶ月

間〔平成 6 (1994)年 11月 21日～平成 7 (1995)年 12月 14日〕を要した。その間、国営沖縄記念公園事務所

より新たに平成 7年度事業（第 14図）で、京の内南側一体の 1,000面を受託事業として県教育委員会が発掘調査

を実施することとなり、管理用道路の北側一帯を「京の内北地区」（平成 6年 2,000面）と同道路の南側一帯を「京

の内南地区」（平成7年 l,OOOrrl)と地区を分けて、 平成 7年度の南地区の発掘調査と平行しながら平成 6年の北

地区の回面実測作業を行い、両地区とも無事に作業を平成 7 (1995)年 12月 14日に終了した。引 き続き、 平成

8 (1996)年 7月 1日~ 3月 28日までの 9ヶ月間、「京の内西側地区」（調査面和約 1,000rrl) を実施 した。

第 2表 平成6 (1994)年度 「京の内」跡検出遺構件数の新 旧関係

NO. 種類 迫構の記号と番号 旧件数 (1994年時点） 新件数 (2000年時点）

1. 石積み SAOl ~SA27・SA29~SA34 33基 17基

2. 石 列 SROl・SR02 2基 2基

3. 石敷き ・硝敷き SSOl~SS03 3基 6基

4. 溝 SD01~SD07 7基 10基

5. 土 堀 SKOl~SK03 3基 3基

6. 建 物 SBOl・SB02 2基 1基

7. 階 段 SA28 1基 0基

迫構合計 51基 39基

平成 6(1994)年に実施した京の内北地区（約 2.000rrl)の埋め戻 しは、平成 8(1996)年 2月29日に追構や

往時の面を保談するために白砂を 15cm前後の原さで岩盤の石灰岩を含む調査区 2.000面に敷いて、その上に残

土を50~ 70cmの厚さで盛って埋め戻 した。この埋め戻 しに際しては、 重機（バックホウ、タイヤショベル、ロー

ラー）を使用するため、埋め戻 しの方法について協識 しながら行った。追構而については調査員立ち会いのもと

で人力による埋め戻 しを実施した。

註文献

註 l. 沖縄県文化財閤査報告魯第 132集 「首里城跡ー京の内跡発掘調査報告書 (I)-J沖縄県教育委員会平成 10(1998)年 3月。
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第II章 遺跡の位置と環境

第1節地理的環境
首里城跡は、昭和 47(1972)年5月15日の本土復帰の際に国の史跡として指定された。その後、平成 12(2000) 

年 12月2日に国際連合教育科学文化機関「ユネスコ (UNESCO)」の世界遺産（文化迫産）として首里城跡を

含む9資産が「琉球王国のグスク及び関連迫産群」として登録され、平成 22(2010)年に登録 10周年目を迎えた。

国指定史跡首里城跡は、沖縄県庁の所在地である沖縄本島南部の那覇市にあり、地番が那覇市首里当之蔵3丁

目 1 番となっている。 かつては琉球大学が所在した場所（第 3 固 • 第 84 図 • 第85医）であった。

那覇市の総面積は、平成 20(2009)年 10月現在で39.24krrl(参考：1995年の総面積は38.74krrl)を有している。

那湖市の総人口は、平成 21(2010)年 11月末現在で318.300人、世帯数 136,088世帯である〔参考：平成 8 (1996) 

年 10月1日現在の人口は 300,809人、世帯数 105,638世帯〕。気候は亜熱帯気候に属 している。

那覇市の平成 22(2010)年 12月現在の気象概要は、平均気温は23.1℃、最高気温33.2℃、最低気温9.1℃、総

降水磁 2.895.5mmであった〔参考 ：京の内跡の発掘調査を最初に実施した平成6 (1994)年の那覇市の平均気

温は 23.0℃、最高気温33.7℃、最低気温10.3℃であった〕。

曾て琉球王国の王都であった首里の町は、那覇市内でも比較的に標高の高い地域（第2図、第5・6園）にあり、

概ね70~ 135m程度を有する第四紀層の琉球石灰岩台地に形成されたll!Jでもある。町の南側にある標高 100~ 

135mの丘陵上に首里城が立地している。

首里城跡（第5・6図）の北には、末吉の丘陵があり、西から西森（標高 102.lm)や虎頭山（標高 132.5m)、

そして北東には王府時代に旧暦の正月 ・五月 ・九月に国王の親祭がなされた弁ヶ嶽（標高 165.6m) と称される

丘へと途切れながら小丘陵が点在する。これらの丘陵と首里城の間を低保川が西へと流れ注いでいる。弁ヶ嶽の

南側には、南風原町との境界となるナゲーラ川が南西へと流れる。南側には首里城眼下を流れる金城川と識名丘

陵を望むことができる。首里丘陵の南側から西側一帯は急傾斜や緩斜面となり 、金城川や真嘉比川が安里 ・大道

の区域を流れて漸次、緩い傾斜をもって平坦地の那覇市内へと移行する。

首里城を中心に周辺地形をみると東側および南・北の両側は、 三方向に丘陵や河川による自然地形が城の節壁

となっていて、西側の一部（松川・大道方面）と北西側の一部（松島 ・古島方面）が丘陵の尾根となり、緩やか

な斜面となっている。この尾根緩斜面の内側が急斜面と なり漸次、 南西方向へ扇状に開いたような盆地状の地形

となっている。首里周辺の地質の基盤は新第三紀与那原附下部シル ト岩（泥岩）で、その上部に前述 した琉球石

灰岩（第四紀阿琉球阿群下部）が堆積している。

このように首里の南側Ji:陵地の西寄りの高所（標高 100~ 135m)に城を普請するには最良の適地（第5図）

であったものとして理解される。 また、 首里城内の東のアザナ (135.5m)、西のアザナ (125.5m)、京の内の物

見 (135m)からは、北は座喜味城跡・浦添城跡の立地する丘陵、東は久高島や大里城跡・糸数城跡の所在する

丘陵地を確認する ことができる。南に 目を向けると遠くは多々名グスク・八重瀬グスクのある丘陵地も確認でき

る。西側は天候が良ければ久米島・渡名喜島・粟国島までが視野に入る日もある。

今回報告の対象となる地域は、 首里城の内郭下之御庭に接する南側の地域で琉球王国時代においては 3~7m

程度の高い石和みで区画されていた。俗に 「京の内」と呼称されていた区域である。京の内は首里城の中でも塑

域として崇められていた場所でもあった。京の内の南側は城内でも 嵩い位箆にあり、標高は135mを有し、北側

に向かって傾斜しながら標高 121mの平坦地である下之御庭へ移行する。下之御庭の北側から下位の久炭門 ・歓

会門の内側地域は、昭和 59(1984)年の発掘調査で斜面の中間から下は琉球王国時代の土木事業による造成で

埋め立てられた人工の地盤であることが確認されている。

参考および引用文献

・沖縄県統計協会 rzon県民手帳J2011年度版。
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・那覇市教育委貝会 「那覇市歴史地図ー文化遺産悉皆謂査報告店ー」 1986年。

・沖縄タイムス社 I沖縄大百科事典J1983年。

• 木椅甲子郎編落 I琉球弧の地質誌』 沖縄タイムス社 1985年。

・ 沖縄！具文化財潤査報告{~~ 第88集 f"l;i里．城跡ー歓会門 ・久炭門内側地区の復元整備にかかる追構濶査ー」沖縄県教脊委且会 1988年 3月。

・ 沖縄県文化財瀾究報告{~~ 第 132狼 I首里城跡ー京の内跡発掘調究報告府 (I)-J沖縄県教脊委具会 1998年 3月。

・沖縄県立埋蔵文化財センター閣査報告翡：第49集 I首里城跡ー京の内跡発掘濶査報告沿(II)-J沖縄県立埋蔵文化財センター2009年 3月。

・那覇市役所「那覇市」公式ホームページ www.city.naha.okinawa.jp確認日 ：2010年 12月31日。

第 2節歴史的環境
昭和 57(1982)年に那覇市教育委員会が報告した逍跡の実数は、 38逍跡 （註 1)が確認されていたが、 22年

後の平成 16(2004)年に沖縄県立埋蔵文化財センターが県内各市町村に依頼作成した「市町村別逍跡情報一悶

（暫定）」 に拠ると那覇市内には79迎跡が登録されている （註2)。22年間で追跡数が41件増加している。増加

の原因は、個人住宅及び公共施設の建て替えによるものや昭和 62(1987)年に米軍用地（牧港ハウジングエリア）

が返遠され、これに伴う土地区画整理事業で古墓群やグスク期の辿跡が21箇所（註3)発見され、発掘調査が

実施された。那覇市教育委貝会文化財課のひとつの考え方として、 首里城周辺を 「城下町的辿跡群」、那覇港周

辺を 「港町的辿跡群」などとして位骰づけているようである（註4)。

首里周辺での追跡調査（第6図） で、南側の識名丘陵では沖縄県農業試験場跡地の西方にある識名台地東縁の

琉球石灰岩崖下に窃下原第 I洞穴（旧石器時代）・ 窃下原貝塚（縄文後期相当） の報告（註 1)がある。識名台

地内では識名原迫跡（弥生～平安時代相当～近世 ・近現代。註 5)・識名シーマ御烈遺跡 （グスク時代。註 6)

などが確認されている。そして、 首里城の南側に近接する崎山御嶽追跡からは奄美諸島で形式設定された縄文後

期の面縄東洞式土器や石斧などが報告（註7)があり、 首里城城郭南側斜面（京の内南側崖下一帯）からも面縄

東洞式土器が2片と荻益式若しくは大山式土器 l片、弥生～平安時代相当の土器 1片などが報告（社 8)されて

いる。

更に首里城内郭の下之御庭～木曳P'~地区の調査では、面縄東洞式土器2片、嘉徳1I式系統の土器1片が報告 （註

9) されている。

次に首里城の北側に位置する末吉丘陵の東南縁及び周辺には、末吉町シカ化石出土地や首里西森迫物散布地（縄

文後期・グスク時代）が報告（註1)されている。また、 烏堀から低保に延びる石灰岩丘陵を「虎頭山」と称し

ているが、この丘陵地内で石斧が 1点出土 した虎頭山石器出土地（註 1)がある。首里城の北に隣接した第一尚

氏の磁陵であった天山陵（註 10)の所在する丘陵西端近くに約 2.500年前の山川貝塚（縄文晩期相当）が報告 （註

1) されている。

首里城に関する文献資料で京の内との兼ね合いから、特に高世阿理殿に関する主要な文献や最新の研究成果を

記載する（参考図面 ：第7・8図）。

僧侶の袋中上人が記した 「琉球神道記 (1608年編集）」（註 11)には、「この国の国王で、 大世の主と申しあげ

る方は、 批蛇を恐れて高楼を建立し、 原い板で囲いを作った。・・後略． ．」と記載がある。

「中山世鑑 (1650年編集）」（註 12)には、 1392年（洪武25年） に 「察度王モ後ニハ緊奢ノ御心ヤ出来ケン高

ヨサウリトテ数十丈ノ詞楼ヲ作リ遊観ヲシ給ケル・・（後略）」と、中山王察度が数十丈の高楼の＂高 ヨサウリ”（高

世阿理殿）にて遊観していることが記載されている。

『察鐸本中山世諸 (1697年 ~1701年編集）J (註 13)の洪武25年の項にも「王後話奢建造数十丈之高楼・・後略・・」

と記載されている。

「琉球國由来記 (1713年編集）J (註 14)項目の「楼」には、 「裳國、楼者、察度王、始高世層裡、造螢於下之

玉庭之南（向北方）」 と記載されている。

「球陽 (1743年~1876年綱集）」（註 15)の察度王43年 (1392年）項目「高楼を建造して以て遊観に備る」に、「是

れに由りて王、稲駿奢にして、数丈の高楼を建造し、以て遊観に備ふ。一日、楼に登 り戯言して曰く、 予此の楼

に居る。誰か敢へて害を加へんやと。・・後略 ．．」と記載されている。
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以上のように、この高世陪理殿が浦添城内にあったとする解釈と首里城内に存在したとする二つの解釈があっ

たが、 真栄平房敬氏の研究では、 「・・・京ノ内には古 くは 「高よそうり殿」をはじめいくつかの殿舎がたって

いたであろうが、長い歴史の中であるいは焼けた（向氏涌川家々譜に 1576年高よそうり殿の炎上の記あり）」（註

16) と記している。また、県内の家譜を整理・研究をおこなった比嘉朝進氏は、向氏涌川家々諸関係で、向氏一

世越来王子朝理（尚宣威王長男） の五世を次いだ朝首の解説で、「1576年に天界寺（守礼門と玉陵の中間にあった）

が失火し、火の手は城内の高楼に燃え移った。 しかし、 高所なのでだれも消しに登るものはなく、朝首ひとりが

登って火を消し止めた。（中略） 十一世朝略のとき湧川に改名。」（註17) と記載されている。

第4表 嘗銘氏論文の内容を基に作成したフローチャー ト

祖先神
露を11l磁とする蛇トーテム的観念：宮古滋水御嶽の蛇神 「か」や北谷昴屈皿の 「ムルチ」、

I②中1せ日本では「簾神」 r鬼J 「flHI•」 ーは変釦1憾．

------―ーロ旦s==+---~
仰 臨

i i 

----「中111世鑑」・「琉床神辺紀J・----
に於ける概念

I r~JJ (稲作の豊凶の状態や稲叫項を匹）I 

□竺］ ＋巴王王
｛岱銘山嗣説〉

注1:稲作の只耕債礼．アザウリ・向サウ＇）の行事 。
Illの神―サ＂と呼ぶa神が111植えのi,）後に天
から昇降するい仰にら5づく．サオリ ・サノポ

＂兄的儀式を行 った．

［※「加ヨザウリJに関する説話ば大和的（本土的）牧賛やその島9神世昇の影響を受けている。

※,  ::: 芯::::でで；i鬼六ご悶~~~=~:~:さ：：ぱ（：つ誓心的l
1~ 芍9丼が温晶誓閉髯？邸の宮殿・鴎1こみら

12)「l雌 」("if長が眺望のよりm地に登り支陀する国土を讃え｀
国±の繁栄とヤ（長の長力を11fる予祝儀礼） ．

13)衣度の支配地峡を遠望（那覇・泊・浦添・it沢・巾城・越来
訊谷山・具志111-勝疋・甘里三平等）し、I!(兄的俣式を火施か？

14)「琉球1咄1山来記Jを三n鴻 l"l I~」瑣に、麻 1心(illヨザ
ウリ）は下之御庭の南1111にあって、北方を向いていた

神F./「大兵物J(!,l物：まもの＝リl-fl.参
考 ： 武水(~!号：中之真物）・尚思紹（神
サ：れ忠U物）・し祖巴志（神・l}:t,泊麻・a
堕

注2:天gの支配の及ばない異城ft人
を「鬼Jとするmt以来の世界舅

注3: 「物Jは「古代中国人には神格））の表象」を汲し、「物」が表現する
ものは「鬼物であり、異物であり、鬼神の類であるとみられていた．

注4: [7j葉集Jゃ r日本璽只記」等では「鬼Jを「ものJとよ生せる．
「鬼（もの）」という謂説の概念が{I―(E,

その他、貨銘由嗣氏による 「察度」や「高ヨザウリ」説伝に関する研究論文（註 18)がある。鴬銘氏論文に

ついては、内容を整理して第 3表のフローチャートを作成した。

常銘氏は、「察度」・「高ヨザウリ」の名称やそのもの本来有する語意などについて文献汽料などを駆使し、高

世阿理の機能として、 「高ヨザウリ」を、ヨ （世）＋ザウリ（サオリ）であると考え、ヨ（世）は稲の作柄を意

味するものと解釈し、ザウリ（サオリ）は、 「サの神」が降臨することを意味しているのではなかろうかと推察

している。また、 高ヨザウリにおいて国王による国見的俄式が行われたという認識が過去にあったのではないだ

ろうかと推察し、その根拠として 「中山世艦」（註12)に記載された事項を整理して、英祖王統第4代の玉城王

の時代に琉球が北山・中山・南山の三山に分裂し、 首里城を王城とする中山に支配する領域を那覇 ・泊 ・浦添 ・
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北淡・中城・越来• 読谷山・ 具志川．勝連・ 首里三平等があり、これらの地域は、概ね首里城の北側に望むこと

ができ、高ヨザウリが北を向くとされたのは中山王である察度が自分の支配地を遠望して国見的條式を行ったと

の事ではないかと想定している。その他、常銘氏は、 高ヨザウリ説話に関して「察度（神号 ：大真物）」＝「物」

＝ 「鬼」と「蛇」＝蛇神（キミマモン：君真物）＝ 「サ」の神＝祖先神という 2つの視点から考察を加えて、中

世日本人の精神世界では龍神（蛇）と鬼は観念的に密接な関係から、その大和（本土）の心的世界の影岬が高ヨ

ザウリ説話において 「鬼」と 「蛇」の2つを 1つの説話に併存させる要因となったのではないかと考察している。

高楼「高ヨザウリ」に関する説話は、純粋に琉球の内的世界からのみ生じたものではなく、大和的（本土的）

教養やその精神世界の影評を色浪く 受けているものと結論付けている。高世恩理の位屈については、 「琉球国由

来記」（註 14)の記載にある「高ヨザウ リ （高世層裡）は首里城の下之御庭の南側にあって、北方に向いていた

という。」 と記述している。

以上のような状況から家譜資料の調資などから首里城内に“高ヨザウリ”が存在していたことがほぽ確定的と

なっているようである。

その他に、 察度の子である中山王武序を第一尚氏王統二代の尚巴志が1406(永架4)年に攻め滅ぼした城は、

浦添城ではなく首里城であったことが上記した高世層理殿の内容などからも推測されるところである。

また、第一尚氏王統の尚巴志が首里城に居住してたであろう察度王統の中山王武寧を滅ぽした事については、

「おもろそうし」（註 19)第四巻あおりやゑさすかさのおもろ御双紙「あぢおそいしよよしられが節（一連番号

206)」、第六巻しより大君せんきみ君がなしも 、とふみあがりきみのつんじのおもろ御双紙「あぢそいしょょ

せりが節（一連番号292)」、第二十巻 くめすおもろ御さうし 「あぢおそいしよよしれが節（一連番号 1375)」の

三巻に謡の節回しの題目は異なるものの同じ内容の謡が重複した形で謡が存在することからも首里城内に察度王

統による御嶽の創建が在ったことを謡ったものとして考えられる。具体例として次ぎに挙げる謡を記す。

第二十巻 あぢおそいしよよしれが節（一連番号 1375)
しよりぎみ す ゑ ゑ ら お さみ とよ も

「一首里大君ぎや 末 選ぴやり 降れわちへ君ぎゃせぢもちよる成ちへみおやせ 又嗚郭も国守
ませ ゑら しゅりもり ゑぞ すえあん じおそ まだまもり

りぎゃ 真末 選びやり 降れわちへ又 首里杜 ちょわる英祖にや末按司製い又 真玉杜 ちょわる
すえあんじおそ みもんうちまみや くにあ あ土 みうち さみしな

てだが末按司製い又見物内の真庭に 国揚がりは煽らちへ又かわるめの御内に君撓い
ぁ土
煽らちへ

さこへぎみ やか

又聞声大君ちよ ゑりちよ 造り交わちへ」

（大意：嗚り轟く首里の大君、国守り神女が、神の末裔選びをして降り給いて、首里杜、真韮杜にまします英祖

様の末裔、太陽神の末裔の国王様は、城内の見物内の真庭、かわれめの御内に、国揚がり 、君撓いを煽らして、

国を守ろう。神女の持つ霊力をきらめき輝かせて国王様に奉れ。）

ところで、 首里城の城主となった尚巴志は、 三山統一前の宣徳2 (1427)年に城下の北西隣の安国山に池を掘

り“龍渾” の完成と、その記念碑である“安国山樹樺木記碑＂を建 立している。その 2年後の直徳4(1429)年

には南山王の他魯毎を滅して三山統一を成しとげたようである。

昭和 60(1985)年～昭和61(1986)年の首里城正殿跡の発掘調査（註 20)で、 正殿の創建は 14世紀前半～

中業もしくは 14世紀代に第 I期の正殿の創建がなされていたのではないかとの見解を提示し、少なくとも 15世

紀初頭～前半には察度を滅ぼした第一尚氏の尚巴志によって首里城内郭（当時は外郭）と“龍氾”が整備された

ようである。

このことは、戦前の昭和 11(1936)年 12月29日～昭和 12(1937)年 1月11日までの期間に伊東忠太・鎌倉

芳太郎の両氏によって正殿前（北殿西側） 1ヶ所、京の内北西側下（蕗頭した大岩斜面地に包含府か） 2ヶ所、

西ノアザナ束南側下 1ヶ所の合計4ヶ所で発掘調査を実施している。伊東・鎌倉両氏の結論として 「此の三地黙

の出土品は略一致して、首里城第一次撒張時代と推察される永築 16年（西紀 1416年）～宣徳 2年（西紀 1427年）

の頃の埋蔵であろうと想定される。」（註21) と記している。この三地点とは正殿前・ 京の内北西側下 （東）、西

ノアザナ束西側下である。また、次のようにも記している「此の第一次撰張の際には、瑞泉門から京の内西面の

城門に至る線以西を、埋め立てたのではなかろうか・・・ 中略・・・北而の低地に封しては、石垣を築いて其の中に

盛土し、更に其の石垣を地盤の臨固な瑞泉門で支えてゐる。 ・ ・・ 中略 • • • それ故に埋立地北部の城壁は、 一方に
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於いて降雨の際の水座の防備を考へ、 一方に於いては雨水を瑞泉門に集中するよ うにエ作してあるらしい」。 こ

の見解は今日の発掘調査の成果からも卓越された見解であることが確認されている。

第二尚氏の初期に尚真王により 中央集権の体制が築かれ強固な琉球王国の基礎ができあがり、 首里城外郭であ

る歓会門や久座門の両門 (1447年~1526年） が笹請され、その頃に外郭の整備がなされたようであるが、外郭

の着工時期や完成時期についてはよくわかっていないよう である。

尚真の後を次いだ尚泊王は、尚真によって確立した王国の基礎を継承し、 発展させる。1546(尚清25)年に

は首里城石垣の補強工事と1553年の那覇港の防備拠点であった屋良座森城の築造などが行われ、 倭冦の侵入に

よる対策が取られたようである。

尚真 ・尚清の両王統の頃に城の整備と城下の整備などが梢極的に推進されたものと して考えられているようで

ある。

明治 12(1879)年の廃藩置県により首里城の500余年にわたる歴史 も最終の琉球王国となった尚泰王によっ

て明治政府に首里城を明け渡して王城を去る。首里城の明け渡しと 同時に熊本鎮台沖縄分遣隊の首里城入城があ

り、明治29(1897)年の撤退するまでの 17年間が分逍隊が配備された （第 10図）。 その後は沖縄県師範学校や

首里第一尋常高等小学校（第 12図） などの文教施設として利用され、昭和 19(1944)年には首里城地下に第32

軍指令部壕が造られ、 昭和 20(1945)年 4月には首里城は灰盛に婦してしまった。このように首里城は幾多の

歴史的な変更を経て今日に至っている。
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成 5 球陽研究会編角JII柑店昭和57(1982)年5月。

註 16.真栄平房敬「首里城物語』 ひるぎ社 1991年。

註17.比嘉朝進 I沖縄のサムレー』風土社 1990年。
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註 19.校注者外間守普「おもろさうし』（上 ・下）全2冊株式会社岩波書店 2006年 11月6日第3崩発行。

註20.霜館潟ー ・上原瀞 「首里城正殿跡の関査」「紀要J第4号 沖縄県教脊委貝会文化課 1987年。
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第m章 調査の概要

第1節調査地域
京の内地域については、第 I箪第2節でも概略を記したように首里城内でも最も神堂な堂域であった。また、

京の内は、 首里城発祥の“古グスク”として創建されたとする見解（註1) もある。ここでは京の内の性格につ

いて述べることにする。

最初に「京の内」の語義については 「おもろさうし」 （註2)で 「きやのうち」 ・「けおのうち」・「けよのうち」

と表現され、「けお」は「せぢ」の同義語で“霊力”の意味を持つ 「きおのうち」は 「せぢ“霊力”のある場所“聖

域”」（首里城内の蝦域）として考えられているようである（註3)。

民俗学の研究によると「きよう」の意味として、知念村の斎場御嶽内にある三庫理に入る右手側の大岩の頂上

を“キヨウノハナ”（ギョウノハナ）と称し、大岩直下の香炉から岩の上の“キヨウノハナ”を拝み、香炉の側

にあったクバの神木を足掛かりにしてアマミキヨが天降りされたといわれている（註4)。また、仲松弥秀氏は「神

の来臨のことであるが、（中略）その前方に微小島が存在する場合は、神は一たんその小品に上陸滞在される。（中

略）このような浜前の岩烏や小島を、沖縄では「トングヮ」と称しているが、「京」（きょう）と称している村も

ある。」（註5)と記している。「京」（きょう）という表現に関する民俗事例として名談市嘉陽の集落前面の東方

悔上にある神が来訪する聖なる小島を“きょう＂と称しているとの ことである（註6)。

以上のようなことから「京の内」の 「きょう」は神が降臨もしくは来訪する場所の意味合いと 「うち」は“型

域". u区域＂などの意味もあることから 「京の内」は神が降臨もしくは来訪する型域として位置づけて整理がで

きるようである。その他に首里城の立地する丘陵一帯が、「京の内」と称されていたともいわれている（社 1・7)。

首里城 「京の内」については、 「首里城古回」（註8)や 「首里城略図J(註9)などの古絵図（古地図を含む）

や 『おもろさうしJ. r琉球國由来記」（註 10)などの文献がある。これらの資料や古絵図などから「京の内」地

域には、 「首里城古絵図」（第 13図の図B)に描かれた御嶽と建物2棟の他に四・五条の区画石和みが確認される。

古絵図の描かれた時代差によっては、第 13図の回 A⑤の r弐百年前首里城烏轍医」にあるように御嶽とみら

れるものが8基程度描かれている時期もあったようであるが、基本的には5基（第 13図の図B)の「首里城古絵図j

にみえる四つの御嶽で構成されていたものとして解釈がなされるところであるが真珠森御嶽は、洞穴（開口部）

であるため、描かれていないようである。真珠森御烈を含めた五つの御根で基本的に梢成されている。

「京の内」の五つの御嶽（第 7 · 8 図• 第15図）として、“京の内之三御嶽”（第7図 56~ 58) I同図56=神

名：きょうのうちのあかるいの御いべ。同図 57=神名 ：きょうのうちのしきやちしきやたけ御いべ。同固58= 
神名：きょうのうちのそのいたしきの御いべ。の三神）と称される三つの御根と第7図55の首里森御根（神名 ：

玉ノミヤノ御いべ） ・同図 51の真珠森御烈（神名 ：真玉城の玉のみやの御いべ）の二つの御狐である。京の内の

御嶽構成は 5基の御嶽が基本的なパターンとみられる。

この五つの御嶽の内、京の内の南側高所（標高 135m)に城内でも最も神型で直要な御嶽であった「首里森御

嶽」があった。この首里森御嶽の西側にある批門（アーチ門） 直下の洞穴が「真珠森御嶽」（椋高 132m)である。

真珠森御嶽の北側から北西の平場空間（緩やかな傾斜地や小規模な平場を利用。標高 131~ 132 m)に“京の

内の三御嶽”がある。“京の内之三御嶽”の神名を 「琉球國由来記」（註 10)から共通する神名の存在の有無を

検索したところ久志間切嘉賜村（名談市嘉協）の濱板敷御嶽の神名が“そのいたじき御いべ”であった。“京の

内之三御狐”のひとつの御根と神名が一致していることが判った。京の内之三御狐のひとつの御根と名談市嘉陽

の濱板敷御嶽の神が仮に同一神であれば、将来において名談市嘉陽の濱板敷御嶽での祭祀を含めた研究をとおし

て“そのいたじき御いべ”がどのように嘉陽の濱板敷御嶽から京の内の御嶽へ来訪するのかを解明することがで

きる鍵となるかもしれない。仮に北部の“そのいたじき御いべ＂が南下して首里城 へ来訪すると仮定すれば、第一・

第二尚氏が伊平屋と伊是名を出自としていることから、名設市嘉協の濱板敷御嶽と京の内之三御嶽との関係が解

明されれば、琉球王国の祭祀や俵式を紐解くことのできる典味深い結論が羽き出せるのではないだろうかと思慮
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される。その他に京の内の前庭にあたる下之御庭には、京の内に所在する御嶽と同名の首里森御嶽（神名：きょ

うの内の前の御庭首里の御いべ）があり、 首里森御嶽への遥拝所（第7圏50)として考えられている。

ところで、 首里城は型名を 消里森グスク＂あるいは“真 玉森グスク＂と称されるのは、京の l人」に所仕した首

里森御嶽 ・真玉森御嶽の名に由来するようである（註 11)。両御嶽の中でも首里森御嶽は、沖縄の開圃神である

アマミキヨがつくられた御嶽とされる。この首里森御嶽のある平場空間の西側城壁と棋門（アーチ門）がすりつ

けられた箇所があり、この棋門手前の城壁近くに降臨神である天神または陽神のキミテズリ（君手摩）を迎えた

場所と言われています。キミテズリの神を迎えた琉球王国の最高神女であった聞得大君を中心に高級神女三十三

君と共に歴代琉球国王に“世おそうせぢ”（世を治める霊力）が高まるように“オボッ・カグラ”と“ニライ・

カナイ”の神に祈願し、託宣を下した御嶽でもあったようである（註 12)。

真玉森御嶽については、 『球陽」（註 13)巻二 尚徳王の項に「附排城由来」に次のように記載されている「追

老伝に説く。尚徳王鹿じ世子幼沖にして国人皆叛く。王妃・乳母、世子を擁済して以て乱難を避け、皆真玉城に

隠れる。 軍兵追ひて之を試し、遂に之れを王城巌下に葬る。」 と記載されていることから、尚徳王の王妃 • 世子

らが隠れた場所が、 京の内の平成7・8年度に実施した洞穴が該当するのではないかと考えられる。この洞穴が

「球陽」 に記載された真玉森城、即ち真玉森御根（第 7 · 8 図 • 第15図）ではないかと推定される。参考までに

排城の位置は、京の内南側崖下（第 7 ·8 図• 第15図）にある。

ところで宮城栄昌氏は 「神女は沖縄社会の政治的発展に即応してカミ→ノロ→キミの順序で発生し、キミ（君）

は少なくとも神女の政治的組織化が進んだ段階に現れたもので、 中央集権制国家が確立した尚真王代 (1477年

~ 1526年） のころの 「おもろさうしJでは、ほとんどの神が君と化している。」（註 14) と記している。首里森

御嶽の降臨神キミテズリ（君手庶）は、闘得大君を中心とする三十三君の君々に神が乗り降って琉球国王へ神託

を伝えたパターンが完成するようである。三十三君の大部分は王室関係の女性であったようである。従って歴代

の琉球国王と京の内の神事などを掌る高級神女組織とは密接な祭政一致の関係にあったことが推察される。

ところで第一尚氏王統 (1406年~1469年） の最高神（神女） は佐司笠（さすかさ）であったが、第二尚氏王

統 (1470年~1879年）には、その地位を聞得大君に譲るが、佐司笠の地位は依然として高い神格であったよう

である（註 15)。15世紀中頃まで京の内での祭祀や儀式において、その最高神は佐司笠であったことが理解され

るところである。

京の内については、「中山世鑑J(註16)にあるように察度が1392年（洪武25年）に数十丈の高楼“高ヨザウリ”（高

世層理殿）を造り遊観したことが記されている。高世層理殿については、第II章第2節で詳細に記してあるので

参照されたい。高世附理殿の位置については、「琉球園由来記」（註 10)に高ヨザウリは下之御庭の南側にあって、

北方に向いていたと記載されていることから京の内地域で物見のできる高台は、南側の標高 135mにある首里森

御根のあった一帯に高楼があったものと考えられる。平成7年度の辿構確認調査で礎石と瓦溜まりなどが検出さ

れている（第 15図： 首里森御根から西側の城壁が途切れる城壁内側部分）。この礎石や瓦溜まりの追構が高世層

理殿の建物基礎として考えられる。この建物基礎（礎石、瓦溜まり）などが、 1392年に察度が遊観した高世附

理殿の基礎なのか、或いは 1576年の家諮資料（註3)にみえる天界寺が失火し、その火の手は城内の高楼に燃

え移った際の高楼（高世阿理殿） の礎石のいづれかに該当するものとして考えられるところである。

因みに久手堅憲夫氏は第7図に掲載した京の内の南西側城壁直下の崖下に“ジングンジュー・ウスメェーヌ墓”

が察度王の磁陵として考えている。その根拠として久手堅氏は、 首里方言で“ジングンジュー”とは、 守銭奴の

ことをいうが、これほどの陵墓を創建できるのは、 一定の権力を有する栄族をおいていないとし、 万松院の先代

住職松久宗宗師の先々住職からの伝聞として「ジングンジュー ・ウスメ l.ーヌ臨は、 国王の臨だと伝えられてい

る」。 そして 「球陽Jの「察度伝説」で察度は国人から“仁君” と敬称されていたことなどから、“ジングンジュー・

ウスメ J.ーヌ墓” は本来、“ジングンシュー・ウシュメ J.ーヌ墓＂が変化したものであり、“ジンクンシュー”は

老籠 穿、“ウスメ l.一’＇を隙貴や 長上の人への敬称である“う伽五喩『として解釈している（註 17)。

前記した京の内南側崖下一帯にある“排城（クンダグスク）＂や“ジングンジュー ・ウスメ l.ーヌ墓” などの発

掘調査が県立埋蔵文化財センターによって 2001(平成 13)年度に実施（註 18) されている。調査報告によると
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m地区石梢み辿構 lがクンダグスクと考えられ、上段石積みと下段石栢みの境目から 15世紀に比定される和鏡

が出土したとあり、伝承にあるクンダグスクの由来である排骨は検出できなかったとある。次にジングンジュー・

ウスメェーヌ墓は、 金網で囲われ調査ができなかったが、 I地区で古墓2基が確認されて、そのl村の古募②は石

栢み外側に暗渠や細粒砂岩の蓋石が検出され、その構造から屋根や袖などを持たず、 全体の印象として浦派市仲

間の浦添ようどれや宜野湾市嘉数の小禄墓を祐彿させるとし、 当該辿構の戦前の状況に関する聞き取り調査から

墓口のなく、梯子で登って墓室を覗きみることができたとある。この内容から今婦仁村運天の百次按司臨と同様

の構造を持った追構であった可能性を示唆し、聞き取り調査などの所見から当該墓を「ジングンジュー・ウスメ .l―
ヌ墓」 に相当するのではないかと結論付けているが、位四関係などから前記した京の内南西側崖下に未調査であ

る 「ジングンジュー・ウスメ .lーヌ墓」 が位協することなどから今後の調査によって判断がなされるものと思慮

されるところである。

さて、 京の内の区画石積みや御嶽の位爵が変更された時期として考えられたのが、 1453(尚金福4)年に起き

た王位継承をめぐる志魯 ・布里の乱の直後と 1470(尚円元）年の第二尚氏王統のはじめ頃の 1576年に失火した

高楼 （高世層理殿）の取り壊 しなどによって「京の内」の区画石積みや御烈の再建と位置の変更がなされたのか

もしれないところである。ところで、 1453年に起きた志魯 ・布里の乱について、 高瀬恭子氏の研究 （註 19)で、

1450 ~ 1451年に朝鮮人源流民万年と丁録がみた王城で経らしや 1456年 2月に久米島硬着の梁成と高石寿が四

年余りを王城で姪らし、 1461年5月末に朝鮮に帰国している事などから正殿の炎上はなかったとしている。

京の内の性格を概略的に述べたが、平成6年度の調査地区は、京の内の総面積約5,000面の内の北側部分約 2,000

面を対象とした。当該地域を京の内の北側に位樅することから発掘調査地域を「京の内北地区」として仮称した（第

9 図上段•第 14 図）。平成 7 (1995)年度の発掘調資地域は、京の内の南側に位置することから「京の内南地区」、

平成8年度の調査地域を京の内の西側に位置することから「京の内西地区」と仮称している。
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川料店 1982年。

註 14.宮城栄昌 「三十三君」 I沖縄大百科事典』上巻 沖縄タイムス社 1983年。

註 15.宮城栄昌 「佐司笠」「沖縄大百科事典」中巻 沖縄タイムス社 1983年。

註 16.沖縄県教育委貝会 「孤新校正中山1仕鑑』1982年。

註 17.久手堅f/,J.夫「首里の地名ーその由来と縁起ー』南鳥文化叢岩22策一杏房 2000年 10月 12日。

註 18.沖縄県立埋蔵文化財セ ンター調査報告{'l'第 19集I首里城跡ー城郭南側下地区発掘潤査報告,;tr,-」県立埋蔵文化財センター2004年 3月。

註 19.商瀬恭子ほか 「アジアの海の古琉球ー東南アジア • 朝鮮 ・ 中国一J 琉球弧叢苔⑳有限会社棺樹{If林 2009 年 7 月 30 日。
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首里城と城内の地名
カラファ 7 ムンダシイ

l. 正殿 ：唐破豊（百浦添）
ニシ

2. 北殿：ニシヌウドゥン （西之御殿）
フェー

3. 南殿 ：フ ェーヌウドゥン （南御殿 ・南風之御殿 ・

南風御殿）
ウバンジュ

4. 御番所
ソキン

5. 也院（国王の政務を聴取決裁などの場所客殿、対

面所の義がある。意味がある）
サシヌマ

6. 鎖之間
プジョーチミジュ

7. 奉行詰所
チミフクイウジョー

8. 奉神御門 （君誇御門）
ナディン

9. 納殿
チミフクイ

10. 君誇
ウナー

11. 御庭
ウーチパラ

12. 御内原
クガニウドゥン

13. 金御殿（黄金御殿）
ュィンチ

14. 寄満
ュシーウドっン

15. 世添御殿
ュプクイウドっン

16. 世誇御殿
グシクンチュウシメエージュ

17. 女官 居室
クガニウンメグワ

18. 金御蔵（銭御蔵を御用酒御蔵と曰ふ）1733年
ウシメユーウドゥン ウシメー ウドゥン

19. 御二階御殿（御住居所御殿）
チンピューウドウン

20. 寝廟御殿
ウフデエジュ ムンナン

21. 大台所（百次）

22. 御ウ料フルメ理エ座ジャ （御ウフ振ルメ舞ージ座ャ） 

23. 佐サシ敷チ御ウド殿っン

系チージジャ
24. 図座

ウムヌジャ
25. 用物座

26. 大ウー与クミ座ジャ

ジ社サジャ
27. 寺座

28. ア歓マエ会ウジ門ョー（アマヒ御門）
フィジャーウジョー ウドゥヒ

29. 瑞泉門（御龍樋）第一尚氏代の首里城正門か
カグヰシウジョー

30. 漏刻門 IIかごゐせ御門 ＂
ナガウジョー

31. 廣福門 （長御門）
フクヰウジョー

32. 久艇門("ほこり御門 ＂） または、樋川御門 （フィ

ジャー（ヒカワ）御門）
ュスーチウジ ・ —

33. 右腋門
ウナカウジ ・—

34. 淑順門
シ 4 チジウジ • -

35. 継世門

36. ミ羹磁'ff(第一尚氏尚巴志の頃の正門）
シラカニウジョー

37. 白銀門 （しらかねうぢやう）
クラシンウジョー

38. 左腋門
ウジョー

39. かわるめの御門
キーフィチウジ•-

40. 木曳門
クカ タカ

41. 高アザナ（東のアザナ、 高あざな）
シマシー

42. 島添アザナ （西のアザナ）
7iーヌ

43. 南のアザナ（京の内の南側高所）
ウシメーウドウン

44. 二階御殿アザナ
ウドゥヒ

45. 瑞泉（龍樋）
スンガーガー

46. 寒水川井戸
ゥーチパラヌカ-=-.

47. 御地原の井戸
アカタウジョーヌウタキ

48. 赤田ウヂョウパ彫根
ゥーチパラヌ ミムヌウチヌウタキ

49. 御内原ノミモノ内ノ御狐
チ• ウヌウチヌ メェーヌ ウナ

50. 首里森御狐への遥拝所。 神名： 京ノ内ノ前ノ御ミ
ーシュイヌウイペ
ヤ首里ノ御イベ
マダマグシクヌウクキ

51. 真玉城ノ御嶽（神名：真玉城の玉のみやの御いべ）
チョウヌウチ

52. 京の内
クンダグスク

53. 誹城（第一尚氏最後の王 「中和」 (16歳）、王弟「於

54. 

55. 

56. 

57. 

58. 

思」(13歳 ）、次弟 「放渓」 (10歳）のいづれかの墓）
シン7クイ
倦誇
首里森御根（神名： 玉ノミヤノ御いべ）

京の内之三御嶽（神名：きょうのうちのあかるい

の御いべ）

京の内之：：：：御荻（神名 ：きょうのうちしきやちし

きやたけ御いべ）

京の内之三御嶽（神名：きょうのうちのそのいた

しきの御いべ）

59. ジングンジュー ・ウスメェーヌ墓（仁君主御主前

墓 ：察度王臨か）

＊首里城と城内の地名については、久手堅恋夫氏の 「首里の地名 一その由来と縁起』（南島文化叢杏22.第一杏房 2000年 10月 121:i発行） を

基本に して、 作成した。

＊京の内之三御様の位骰や神名は、社団法人日本公園緑地協会作成の 「平成 11年度首里城京の内区画濶査検討会（第 1回）説UJ]液料J(平

成 11年 12月 10日） を参考に した。

＊甜瀬恭子 (5.第一I湖氏妓後の王「中和」）「アジアの海の古琉球ー東南アジア • 朝鮮 ・中国一J琉球弧叢:t1::20裕樹t'::林 2009年 7月
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第10図 首里城熊本鎮台沖縄分遣隊配置図 (1893年）

r首里城跡」(1995年より複写）原図は沖縄県史編集室蔵（方位のみを加箪）

凡例

一圏図 m図
陪 建石税

界
段物厄線

第11図 首里城平面図（島袋良徳氏所蔵） 「首里城跡J(1995年より複写）
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図A 首里城京の内空間の変遷

①r首里城古絵図J(1703年-1707年か）

② 「首里古地図J(1700年、18S4年）

③ 「琉球建築J(1937年）

④ 「首里城熊本鎖台分遣隊配置図J(1893年）

⑤ 「武百年前首里城鳥敵図J

首
里
森
御
嶽

アーチ門

I・'-. a 
図SR首里城古絵図j

(1703-1707年か）に修正・加箪

第13図 首里城京の内の空間変遷 特別企画展r首里城京の内展一貿易陶磁からみた大貿易時代ー」
沖縄県立埋蔵文化財センター 2001年3月より転載

-41 -



E
O
O
 

O
S
 

゜

＼
 

忘
掴
樅
鹿
里
庶
ー
―
g
赳

母

凶

妾

E
e艇
濫
蛮
叫
徊
図
<
L
撚

-42 -



z | | ] -

IO
 

公
泣

※
A
:
 新
旧
区
圏
石
積
み
重
複
ラ
イ
ン
（
野
面
石
積
み
の
根
石
）

8
:
 S
D
0
6-
A
は
必
盤
直
上
に
設
置
さ
れ
た
俳
水
溝
で
新
区
画
石
積
み
の
下
位
に
位
匹
す
る
。

第
15

図
京

の
内

地
区

で
検

出
さ

れ
た

御
嶽

及
び

区
画

石
積

み
か

ら
推

定
し

た
京

の
内

空
間

の
復

元
案

（
御
嶽
の
名
称
は

、
社

団
法

人
日

本
公

園
緑

地
協

会
作

成
の

平
成

1
1
年

度
甘

里
城

京
の

内
地

区
調

査
検

討
会

（
第

1
回

）
説

明
資

料
平

成
1
1
年

1
2
月

1
0
日
を
参
考
に
修
正
し
た
）

-
4
3
 -



第 2節調査区の設定
平成6年度の京の内跡の発掘調査地区は、第 I章第4節でも記したように京の内北地区 2.000面が発掘調査の

対象となった。首里城地下には昭和 20(1945)年のアジア ・太平洋戦争末期に起きた沖縄戦の際に第 32軍司令

部壕が昭和 19(1944)年に構築されたことにより米軍の集中砲火を受けている事から事前に調査区内に不発弾

等の有無確認を目的とした磁気探査を実施した。磁気異常のあった 61箇所については調査員立ち合い（グスク

時代～近世期の金屈製品が反応する）で異常箇所の掘削を行った。

磁気探査の磁気異常箇所の有無を確認後に本格的な発掘調査を平成 6(1994)年 11月21日から開始して、 平

成7 (1995)年の3月28日までの約5ヶ月間実施した。

発掘調査で検出された逍構のプランを基に京の内の復元整備の計画がなされるため逍構保談を目的として、調

査地区内全域に保殿砂の白砂を厚さ 10cm~ 15cmを敷きならした後に廃土で埋め戻 した。

埋め戻しによって追構の位置関係が直接的に把握できなくなるので、調査地区及びその周辺に基準点測景の三

点（基ー 1、基ー 2、基ー 3)を測屈業務に委託した。基準点の成果は下記のとおりである。

基ー 1

X = 23622.856 

Y = 21998.5411 

H = 125.009 m 

基ー 2

X = 23594.909 

Y = 21985.276 

H = 126.486 m 

X = 23606.382 

基ー 3 Y = 22047.613 

H = 125.054 m 

グリッドの設定（第 16図）は、 1グリッドの規模が10m x 10 mを単位とした。基準となった杭は、下之御

庭の南側にあった東西に延びるコンクリー ト製側溝の南側縁より 50cmの地点に基準杭A-11を設定した。以下、

側溝と平行させながら東西方向に 10m間隔でA-12からA-17の杭を設定した。南北方向には基準杭A-11 

からA-17を視準し、これを軸線としてA-17からW 90°O'00" Sに振って 10m間隔でB-ll・C-ll・D

-11の杭を設骰し、グリット番号は東から西へ 10・11・12・・・ と数字を冠した。グリッドの番号はアルファベッ

トを採用し、北から南へA·B • C "· とした。グリッド名は記号と番号を組み合わせてA-10・B -10・・・

と標記した。なお、グリッド名はグリット内の東南隅の杭に冠して、将来の調壺に使用できるように設定した。

基準杭A-11とA-17を結ぶ軸線（南北基準座標軸N° 19'OO"Wに偏る座標軸）からW 180°O'00" Eへ振っ

て、 A-11から東側へ 170cmの箇所にある奉神門基極と丁度かち合うように基準杭A-11を設定した。

調査地区のA-11 (北東）、A-17 (北西）、D-10 (南東）、D-18 (南西）の4点のX座標と Y座標については、

写真測撒図の読み取りから下記の結果が得られた（第 16図）。

A -11 (X = 23604.474 Y = 22047.078) A -17 (X = 23623.565 Y = 21990.239) 

D -10 (X = 23572.885 Y = 22047.018) D -18 (X = 23598.267 Y = 21971.191) 

その他、 A-11から東側にある奉神門基坦とかち合う接点 (170cm)から奉神門南側階段がとり付けられた

基壇（階段南側縁と基壇との接点）までの直線距離は6mと判読した。
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第w章遺 構

第1節遺構の概要
A. 遺構の種類と概略

平成6年度の首里城京の内跡発掘調査で検出された迫梢には石積み（階段を含む）、石敷き（埠敷きを含む）、

土城、溝、建物、石列などがある。検出された迎構のほとんどは真北に対し、やや西に振れるものと西よりに振

れるものが存在した（第 16 図• 第17図）。

各種の逍梢は発掘直前に推定された逍構の種類や性格によって記号化し、 検出された順に番号を冠 した。

具体的には、建物と付属する溝、石敷き、石和みの外面や内面にも個別に記号と番号を付した。また、個別の

追構として取り扱っていたものが完掘後に一連の追構となり、種類や性格も明らかとなった追構もある。これに

ついては古い記号と番号を尊重しながら新しい記号と番号を付して、新旧の番号と記号を併用した。基本的に同

ー追構であっても調査時点に冠した記号や番号の改正などは実施しなかった。これは記号や番号の改正などに

よって図面整理や骰料整理（ナンバーリングの変更など）で時間を骰やし、狩科整理の進捗に支障を来すことが

予想されたからであった。追構の記号は以下のとおりであるが必ずしも追構の種類と性格を示すものではないこ

とを付する。なお、今回の報告で新たに追構が3基確認されたことは、大きな成果であった。

遺構の種類は石積み (SA)、石敷き ・塀敷き (ss)、土堀 (SK)、溝 (SD)、建物 (SB)、石列 (SR)

の6種類である。以下、姐構別に性格などを略記する。

石積み (SA)

石和みの大部分はその上部を欠くため上部の構造は判っていない。石和みは外面と内面を並行に南北方向や東

西方向に配岡する区画石積みが主であった。古絵図にみられた区画石積みに空けられた通用門は戦後の造成（岩

盤の削平と掘り下げ）で破壊され確認されていない。他に基壇状の建物の縁石や倉血の壁石などのように外面の

みが検出されたものもある。これは石梢みの位悩変更や幾度となる造成による謀上げ等による内面の破壊や石和

みの際に直接岩盤上に梢み上げた事に起因するようである。その他に完掘の結果、階段や階段の脇石和みとして

判明した石和みもある。石栢みも大半が根石のみが存在する状況にあった。根石は粗加工の切り石や野面石に粗

い加工を加えたものを用いて造成土盤（辿物包含陪を二次的に使用）や削平した岩盤J:.に直接的に配協し、その

上から切り石を積み上げているものが主であった。石積みの外面と内面において、外面は切り石で、内面が野面

和みを用いたものがある。内面に野面和みを用いた理由として、内面側の土盤の仕上げ高が高い位置にあったた

め、野面石を基礎石として積み上げ途中から設定された土盤近くから切石に変更がなされたからであろう。この

方法を用いた例は二例のみ確認されている。他にも例外的ではあるが野面積みを積み上げ途中から裏込目石の代

りに礫混りの土砂を投入する特殊な例があった。発掘調査の結果、明確な石積み（区画石積み ・御根 ・倉庫 ・琉

大の石和み）となったものと今回の整理で新たに確認された 2基 (SA05 -Bの内・外面）を加えると、切石

栢みでは東西方向に延びる石和みが 15基 (SA03、SA04、SA05,-Bの内・外而、 SA06、SA08、S

A 10、SA14、SA17、SA18 -B、SA25-A、SA27、SA31、SA33、SA35)で、南北方向に延

びるものは 12基 (SA07、SA11 ~SA 13、SA15、SA18 -A、SA19、SA20、SA25-B、SA

30、SA32、SA34)が確認されている。これらの切石梢みの対比・相関関係については、第5表で整理した。

野面梢みは 1基 (SA24)のみで南北方向に延びていたようである。その他に建物の基壇の縁石や建物の縁石

が4基 (SA01、SA01背面、 SA02、SA09)、階段およびその脇石積み 3基 (SA16、SA19、SA

28)、側溝の縁石2基 (SA26、SA29)、石積みの裏込目石の集石が2基 (SA21、SA23)があった。以上

の38基が石和み (SA)として取り扱ったものである。

なお、今回の汽料整理をとおして、平成9 (1997)年2月20日~3月21日迄の期間で実施された下之御庭の

首里森御嶽復元整備に係る追構確認のための発掘調査で、下之御庭の首里森御嶽下部石積みが京の内の石和み

(SD04 -AとSA18-A) と繋がっていく事を改めて確認（調査期間中に下之御庭の首里森御嶽下部石梢みが京
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の内を南北に横断して最高位にある首里森御嶽へ繋がっていく 事を現地で確認した。下之御庭の首里森御狐は京

の内にある首里森御嶽（本体）への遥拝所であることが石和み追構からも推定できた。〕した。

石敷き・埠敷き (ss) 

石敷きは細粒砂岩製（俗称 ・ニービヌフニ）と琉球石灰岩製の二種類が存在し、板状に憚く仕上げたものであ

る。主に細粒砂岩製のものが主流であった。石敷きの方向は東西方向に途切れながら検出されている。これは後

代の造成で破壊されたためである。埠敷きとしたものは埠瓦が敷かれた状態で検出されたのではなく 、埠敷きが

破壊されたままの状態で検出されたものである。

石敷きの細粒砂岩製のものは建物の縁石と礎石を伴うものであり、建物に付属する取り付けの回廊 ．踊り場な

どの施設であったものとして推察されるところである。石灰岩製の石敷きは11111溝の底板であった。

石敷きの細粒砂岩製のものは 4基 (SS 01、SS 02、 SS03-B、 SS 04 -A・B)が存在 し、小規模な

構築物を囲む回廊様な追構とみられ、当該追構は切り合っている事から新旧、 二時期が存在するようである。石

敷きの石灰岩製のものは 1基 (SS 03 -A)のみであったが、後述する首里第一尋常高等小学校の排水溝と関

係し、 一連のものとみられる。塘敷きは 1基 (SS 05)のみで、戦災やその後の造成で破壊された状態で検出

されている。以上の6基を石敷き ・堺敷き (ss)とした。

土壌 (SIK) 

人為的な堀り込みや自然地形の部分的な落ち込みなどを総称して土堀と した。土堀は北西側に集中する傾向が

窺え、検出直後に他の遺構と同 レベルで確認されたもの、掘り下げの途中から確認されたもの、完掘後に確認

されたものの3種類があった。これらの土城は3基 (SK 01 ~ S K 03)が確認されている。SA19、SA20、

SA 28は完掘後に最終段階で倉屈内部であることが判明し、 SK01と名称を付けたものもある。

SK 02は岩盤の窪みなどを利用 し、造成土（遣物包含荊を二次的に使用） で埋めたものである。造成土 (S

K 02)直上にSA15、SA31の石積みがなされている。

SK 03はSA24の石栢みと同 レベルで検出されたものであるが、 SA24の西側を一帯の窪地を埋めた造成

土 （逍物包含府を埋土に用いる）である。SK03を発掘した結果、 SA24の外面の石積みが検出された。以上

の3基を土城 (SK) として処理した。その他、 SK03と同時期の土砂が北西側にもある程度の広がりを持って

分布していたことなどから "SK03の延長（旧名称 ：SK04)"として取り扱った。

溝 (SD)

建物や石和みに付屈する溝と最終的に便所となったものなどを SDと記号で表記した。建物に付屈する排水溝

で東西方向に延びるものは3基 (SD06-A・B、SD07 -A)が存在する。南北方向に延びるものも 3基 (S

D 04 -A、SD05、SD07 -B)が確認された。他に岩盤を溝状に掘り込んだ琉大の建物基礎（布堀 り基礎跡）

2基 (SD01、SD02)や近代～現代の便所跡2基 (SD03、SD04-B)が存在していた。以上の10基を

溝とした。

建物 (SB) 

首里第一尋常高等小学校の頃の便所に伴う施設（覆い屋、基礎石、縁石、踊り場など）がセットで検出された

ものを建物とした。 1基 (SB01)のみであった。SB01の建物の中にはSD04-Bの便所跡が伴っている。

石列 (SR) 

擁壁跡の裏込目石や建物の縁石が列状に検出されたものを石列とした。擁壁の裏込目石は北東隅から南北方向

に弧状に曲がりながら延びていたものであり、 1基 (SR01)のみ確認されている。建物の縁石は石敷き逍構

(S S 01、SS 02、SS 03 -B、SS 04 -A・B)の東南隅から検出された。京の内発掘調査報告書 (I)で、

東西方向に延びたものが1基 (SR02)と報告 したが検討の結果、前述した石敷き辿構 (SS 01ほか3基）と

関連する一連のものと判断されたことから当該追構は 1基のみとなった。

以上の58基の追梢は一述のものもあるが個別の機能を聰重したため重複するものなども含まれている。大雑

把に大別すると以下の a~dまでの4種類に分類と整理ができるようである。

a. 石積み (31基）
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イ．切り石梢み (SA03、SA04、S.A 05 -B内・外而、 SA06 ~SA 08、SA10 ~SA 15、 SA17、

SA 18 -A・B、SA19、SA20、SA25 -A・B、SA27、SA 30 ~ S A 35)・ ・ ・27基。

ロ 野而石積み (SA24)・ ・ ・1基。

ハ 排水施設を伴う切り石栢みと関連する逍構 (SD04-A、SD06 -A)…2基。

ー 拝所の一部となる切り石和みと関連する追構 (SA25 -A・B)・ ・ ・2基。

b. 建物および付属遺構 (9棟）

イ．基壇を有する建物の面石 (SA01・SA 01背面）・・・ 1棟。

ロ． 排水溝や階段に取り付けられた建物 2棟。 1棟 目 (SA09、SD05)、2棟 目(SA26、SD07-B、

S D 06 -B、S A 16、S A 22、S D 07 -A、S S 03 -A) ・ ・ ・ 2枡東。

ハ 便所を伴う建物追構は 3棟が存在する。 1棟目 (SA02、SD03)、2棟目 (SD03、SD03関連施設）、

3{束目 (SB01、SD04-B)・・・3棟。

ニ．石敷き ・縁石 ・礎石を伴う追構 (SS 01、SS 02、SS 03 -B、 SS 04 -A・B)・ ・ ・2棟。

ホ．倉庫辿梢（取り付け階段を含む） (SA 19・SA 20、SA28)・ ・ ・1棟。

c. 土壌 (3基）

イ． 倉庫遣構と重複する SK01 (SA 19、SA20、SA28)・ ・ ・1基。

ロ．土城直上に追構が存在する SK02 (SA 15、SA31)・ ・ ・1基。

ハ． 石積みを埋めた SK 03 (S A 24)・ ・ ・1基。

d. その他 (6基）

イ．地敷き迫構 (SS 05)・ ・ ・1基。

ロ．石和みの裏込目石の集石追構 (SA21、SA23)・ ・ ・2基。

ハ 擁壁の裏込目石の集石辿構 (SR01)・ ・ ・1基。

一 建物の基礎（布堀り甚礎）跡。溝 (SD01、SD02)・ ・ ・2基。

以上のように大別すると 49基が逍構として整理ができる。

次に石梢みで切り石和みの外面と内面を対応関係について第5表で整理した場合、上記a.イの切り石積み27

基の内、倉庇跡の石和みSA19・20の2基、琉大の石積みSA03の1基、の合計3基を除外して今回、新たに

確認された SA05-B (内 ・外面）の2基を追加すると 26基となるが、切り石租みの対比・ 相関関係について

検討したところ第5表のような結果が得られた。

第 5表 切 り石積み（区画石積み ・御嶽）の外面と内面の関係

南北軸方向 東 西 軸 方 Jul

No. 外面（外側） 内面（内側） No. 外面（外側） 内面（内1![1])

① SD04 -AとSA32か SA18 -A ① SA04 未確認

② SA07 SA12 ② SA05 -A (外面） SA05 -A (内面）

③ 既に破壊され消失 SAU ③ SA05 -B (外面） SA05 -B (内面）

④ 既に破壊され消失 SA13 ④ SA06 SAlOか

⑤ SA15 (西側） SA15 (東側） ⑤ SA08 SAlOか

⑥ 消失 SA25 -B (御狐） ⑥ SA1'1 既に破壊か。SA21・23か

⑦ SA30 未確認 ⑦ SA21 (既に破壊か） SA33 

⑧ 未検出 SA31 ⑧ SA17・SA18 -8・SA25 -A (御様） 既に破壊

⑨ 既に破壊され消失 SA32 ⑨ SA27 未確認

⑩ 既に消失 SA34 ⑩ SA31 未確認

⑪ SA35 既に破壊

合 計 10基 合 計 11基
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B. 各時期別の遺構

発掘調査時点で出土した陶磁器を基に各時期別に逍構を整理すると、第 I期～第VI期（第 17図）までの6時

期に大別されるようであるが各迫構のトレンチ内から出土した陶磁器類を主とする追物の整理が終了しないと正

式な時期を絞り込むことができないので暫定なものとして考慮されたい（第 17図～第96図）。

イ．第 I期 (14世紀前半~14世紀後半） ．．． ．．．．．．． ．（第 18固）

ロ．第II期 (14世紀終末~15世紀前半） ．．．．．． ．．．．． （第24図）

ハ．第皿期 (15世紀中頃） ．．．．．．． ．． ．．．．． ．． ．．．．．．．． （第32図）

― 第W期 (15世紀後半~ 16世紀初頭） ．．．．．．．．．．． （第45図）

ホ．第V期 (16世紀前半~19世紀後半） ．． ．．．．．．． ．．（第57図）

へ．第V1期 (19世紀終末～昭和58年）．． ．．． ．． ．．．．．． （第69図）

a. 同期前半 (19世紀終末～昭和 20年） ．．．．．．．． ．（第71図）

b. 同期後半（昭和 24年～昭和 58年）． ．．．．．． ．．． （第86図）

以下、各時期別に追構を整理するが、個々の遺構の特徴や規模などについては観察表に呈示することにする。
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ィ．第 1期 (14世紀前半~14世紀後半）．（第18図）

この時期の追構としてはSA24 の野而石積み（第 19 図•第 6 表。 図版 1) と 土城SK 03 (第 20 図• 第7表。

図版2~6)及び土城SK03 の延長（第 21 図 • 第8表。図版7~9)が存仕する。他に石灰岩を人為的に掘り

込んだ大型のピット様のものがB - 13 · 14 のグリッドで 3基（第 22 図 • 第 9表。 図版 10) 、 C · D-15のグリッ

ドで 6基（第 23 図 • 第10表。図版 11・12)が確認されているがプランは把握ができなかった。ピッ ト内から

ウシなどの骨（註 1)が出土している状況が窺えた。ウシなどを用いた何等かの祭祀儀礼が当該期にあったので

はないかと考えられる。ウシの下顎骨を意図的に配骰した事例として南風原町仲間村跡A地点（註2)だろうか。

今後、大型（直径30~ 50cm) ピット内から出土するウシの骨の出土例が増加すれば祭祀と関係する追構とし

て位骰づけられるのではないだろうか。

註文献および参考資料

註1.C・D-15のピット内からはウシの膝盗竹 ・手根廿 ・中節竹 ・角突起などを含む37点が出土 し、その他にプタ、ニワトリ 、ウサギ、リ

クガメ、サメなどの骨が出土 している。

※糸満市内にあるサンティン毛逍跡に点在 した按司硲4甚を20年程前に市文化課が袋内の潤査を実施した際、按司袋 3基の骨珈には

人骨がなく代わりにブタの骨が納められていたとのことである。市内の事例では人骨が拾えない場合は動物の骨に故人の魂を龍め

て骨珈に納めたとのことであった （湖城 泊氏の教示による）。

註 2. 上地克也ほか 「津嘉山古島 ・仲間村跡A地点 ・仲間村跡B地点 ・津嘉山クポー追跡ー那覇空港自動車道豊見城束逍路 ・主要地方道那

覇糸満線改槃工事に伴う埋蔵文化財発掘閾査報告店ー」南風原町教育委員会 2005年 3月（当該、牛下顎配列迫構の時期は 12世紀か

ら15世紀代で全国的にも例のない 渭り田儀礼＂と解されている 。また、 当該迫構の周辺には自生しないヤシ科樹木が33本が立屈l的

に梢栽された痕跡を確認している。）
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右和みSA24(野面石和み）
上壊SK03、SK03の延長（旧SK04)

ビット (B-13·14、 C • D-15)

第18図京の内北地区第 1期(14世紀前半~14世紀後半）遺構の推定復元
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151:,. 
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も

「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が遺構掲載範囲）

キ

~ I 111 で

＄ 喜
名゜ !Om 0 ,,. w.uJ..u..J..L.J 

• D-10 
虚
10 _No. 3 

第6表第I期 SA24 遺構観察表

石積み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期な 幅 備 考

遺構番号 残存幅 主軸方位 種 類
犀 み （関連遣構・遺構の重複）

挿図番号 残存喬
ど

根石勾配
控え長

琉球王国成立以前の野面の石和み。
南北方向に短く残る。岩盤および造成

土盤より石和みを租み上げているが、

B-15・16 lm83cm 
西壁はルーズで土砂が混入する。根

野面籾み
20~25cm 土壊SK03。根石から5番

石と栗石を敷いた後に両面を和み上 N20°05'W 7~18cm 石までを含めた平均勾配SA24 2m00cm 
げながら小礫混じりの土砂を30~40 85° 

12~32cm は87°第18・19図 76cm 
CIDの厚さで投入し、その直上から土砂
を熙すように15~40cmの厚さで栗石を

詰めた特殊な工法とみられる。14C前
半～後半頃。
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図版 1 上： B-15・16 SA24(写真手前）検出前の状況西側を望む（東より）
下： 同上 SA24(写真手前）検出直後の状況西側を望む（東より）
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が遺構掲載範囲）

第 7表第I期 SK03 遺構観察表

石積み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期 幅 備 考

辿構番号 残存幅 主軸方位 種 類
厚 み （関連遺構・遺柄の重複）

挿囮番号 残存高
など

根石勾配
控え長

琉球王国成立以前の土壊でSA24の
南北軸は

規模
心積みSA240J西側前面部

機能停止直後に造成で埋められた 幅277~
の窪地（当時は平地か）を埋5m32cm SA24の

445cm。B-16 
4m45cm 

窪地。平面観が歪な台形状となる。
N20° 05'W 

深さ76~
めた二次堆租土（造成土）。

SK03 
深さ

土堀内の包含層は上・下層とも時間
東西軸は

116cm。
土墟SK03内から鏑蓮弁文

第18・20図
lml6cm 

差が無いため短期間でSA24を埋め
SD07の

長さ40~
碗・白磁ビロースクタイプ碗

たものとみられる。 14C前半～後半 N11°001 w II・天目茶碗などが出土。
頃。 532cm。
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図版2 上 ：B-16 SK03 西より東側を望む
下 ：同上 SK03 北より南側を望む
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図版 3 上： B-16 SK03 東より西側を望む
下：同上 SK03 南より北側を望む
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図版4 上 ：B-16 SK03(東側）試掘凛南壁（北より）
下 ：同上 SK03(東側）試掘壊西壁（東より）
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図版5 上： B-16 SK03(東側）試掘壌 北壁（南より）
下：同上 SK03(西側）試掘壌南壁（北より）
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図版6 上 ：B-16 SK03(西側）試掘堀西壁（東より）
下 ：同上 SK03(西側）試掘壊北壁（南より）
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第 8表第I期 SK03の延長（旧 SK04) 遺構観察表

地区 残存長 石和み
石のサイズ

辿構番号 残存幅
性格・形状・エ法・機能の推定時期

主軸方位 種 類
幅 備 考

挿因番号 残存高
など

根石勾配
厄 み （関連迎構・迫構の重複）
控え長

B-16 
南北軸 琉球王国成立以前の士咳SK03の ±城SK03、石積みSA24・

SK03の 土壊SK03か
3m20cm 一部とみられる。堆積層の大部分が 29、排水溝③。石弾、角釘、

延長 ら北側に広
東西軸 戦後の造成で揖乱を受けている。 14 ガラス小玉、土器などが出

(18SK04) 
約5m C前半～後半頃。

がっている。
士。

第18・21図
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図版7 上： B-16 SK03延長部分南より北側を望む
下：同上 SK03延長部分 東より西側を望む
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図版 8 上： B-16 SK03延長部分東壁（西より）
下：同上 SK03延長部分南壁（北より）
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図版9 上： B-16 SK03延長部分南壁（北より）
下：同上 SK03延長部分西壁（東より）
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第 9表 第 I期 B-13・ 14ピット 遺構観察表

＇ 
地 区 残 存長 石和み

石のサイズ

迫構番号 残 存福
性格・形状・エ法・機能

主軸方位 種 類
幅 備 考

挿図番号 残 存高
の推定時期など

根石勾配
厚 み （関連逍構・遺構の重複）
控え長

Pit.1 
長軸(78cm)
短軸76cm
深さ48cm 岩盤の窪みを利用した

B-13・14 
Pit.2 掘建柱の住居跡などの 建物などの南 土壊SK02、SS03-A,,Pit周
長軸(100cm) 柱穴。Pit.2で礎石が検 西隅であるこ 辺は王国時代や戦後の造成

ピット
短軸74cm 出される。グスク土器が とから南北軸 や岩盤の削平などで撹乱を

第18・22図
深さ（礎石上面20cm) 出土している状況から はNl1°00'E 受けている。
Pit.3 当該期に比定。
長軸140cm
短軸(66cm)
深さ27cm
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）
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第 10表第I期 C・D-15ピット 遺構観察表

地 区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期

石和み
石のサイズ

迫構番号 残存幅 主軸方位 種 類
幅 備 考

挿因番号 残存高
など

根石勾配
厚み （関連遺構・遺構の重複）
控え長

Pit.l長軸76cm
短軸46cm
深さ31cm

Pit.2長軸64cm
短軸48cm 岩盤の窪みを利用したPit。Pit.2や
深さ44cm Pit.5は、Pit内の石灰岩の使用に

Pit.3長軸70cm よって磨耗する事から柱穴としての

C •D- 短軸64cm 利用も考えられる。 Pitからプランは

深さ59cm 把握できないがPit.lの周辺から行
歪な五角 区画石和みSA18-B。石

15ビット 形で主軸
Pit.4長軸96cm 磁香炉の出土やPit内からウシ、ブ

囲いのない御嶽（古い形態

第18・23図
短軸54cm ク、ニワトリ、ウサギなどの骨が出土

は不明。 の祭祀場跡）か。

深さ41cm している事などから祭祀と関連する
Pit.5長軸88cm Pitかと思應される。14C後半~15

短軸50cm C中頃か。

深さ72cm
Pit.6長軸88cm

短軸64cm
深さ30cm
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図版 11 上： C・D-15ピットを西側上空より望む
下： 同上ピット 東より西側を望む
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図版12 上： C・D-15ピット西より東側を望む
下： 同上 ピット北より南側を望む
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ロ．第1I期 (14世紀終末 ~15世紀前半）．（第24図）

当該期の追構としてSA01・SA 01背而（第25図～第29圏・第11表。固版13~ 15)、SA05 -A (外面）・

SA 05 -A (内面）（第 30 図 • 第12表。図版 16~ 20)、SK02 (第 31 図 • 第13表。図版21・22)の3基が

想定される。SA01は基壇を有する建物の面石とみられるものである。今回の整理でSA01背面の背面にあた

る野而石積み （第28図 ・図版 13下） を確認することができた。これにより基壇を有する SA01の梁行が4間

強 (748cm)が想定された。SA01の外面石校みには緊で印（記号） を刻み込んだ刻印石 （註3)が 19点確認

されている。

次に SA05 -A (外面） の石和みは外面が切石和み （第 30図 ・図版 16下 ・図版18上 ・図版19上） で、内

面が野面梢みのSA05 -A (内面）である。SA05-A(内面） は野面石を丁寧に野面租み （第30屈・ 図版

16上 ・図版 17・19下 ・図版 20)で梢み上げられている。SA05-A(内面）の位置はSS 03 -Bの北側寄り

で検出されている。なお、 SA 05 -A (内面） は第W期 (15世紀後半~16世紀初頭） の時期でも再度使用 し

ている事が今回の整理で確認された。

SA 05 -A (外面）の北側に設定した東西 トレンチ内から二次的に火熱を受けた鎧（小札や金物）や釘が下

層近くから出土している。この時期の状況を文献にあたると 1453年に起きた志魯 ・布里の乱（註4)が予想さ

れたが、最近の研究 （註5)では当該時期 (1453年） には王位継承の内乱による正殿の炎上消失はなかったこ

とが文献資料などから裏付けられているようである。SA05 -A (外面） の切り石は岩盤直上から石和みがな

されている点や洪武通密（初鋳造1368年）の出土などから志魯 ・布里の乱 (1459年） 以前から 1368年以降の

時期に普請がなされたものと予想さるところである。SA01とSA05-A(外面） の前後関係は、 SA 01が

若干古く、 SA05 -A (外面） が新しい時期のものではないかと考えられる。

土城SK02 (第 31図 ・図版22下で高脆系灰色瓦が北壁の下部にみえる）は下部の第9阿から高麗系の灰色

瓦の破片が多飛に出土した状況から判断して当該期に設定した。土堀SK02は土城SK 01 (SA 19・20、SA

28)の下位に位骰する。

参考までに土城SK01は、1459年の失火で消失した倉廊跡であり、多飛の貿易陶磁器（推定個体数 1,162個体）

などが出土 し、その内の518点と金属製品及びガラス玉一括が平成12(2000)年6月27日付で国の重要文化財

として指定されている （註6)。

註文献

註 3. 上地克也 ・上原静 （首星城城郭検Illの 「刻印石」〉「文化課紀要』第 9号沖縄県教育庁文化課 1993年 3月。

註 4. 沖縄県教育委員会 「察温本 中山世諮 正巻」 1986年。

註 5. 高瀬恭子ほか 「アジアの海の古琉球ー東南アジア ・朝鮮 ・中国一J琉球弧叢柑⑳ 有限会社柁樹苦林 2009年 7月30日。

註 6a. 沖縄県立埋蔵文化財センター 「煎炭文化財指定記念 特別企画展 首里城京の内展ー貿易陶磁からみた大交易時代ーJ2001年 3月。

b. 沖縄県文化財潤査報告密第 132 集 r酉里~城跡一京の内跡発掘潤査報告杏 (I) -J沖縄県教育委員会 1998年3月。

C. 沖縄県立埋蔵文化財セ ンター「関査報告苔第 49 集 「首里城跡ー京の内跡発掘濶査報告~r (II) -J沖縄県立埋蔵文化財セン ター 2009

年3月。
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第24図京の内北地区第I1期(14世紀終末~15世紀前半）遺構の推定復元
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周 。 !Om 溶ジ一
第 11表第n期 SA01 遺構観察表

石積み
石のサイズ

考
地区 残存長

性格・形状・エ法・機能の推定時 幅 備
遺構番号 残存幅 主軸方位 種 類

厚み （関連迫構・迫構の重複）
挿図番号 残存高

期など
根石勾配

控え長

琉球干国初期頃の建物基壇。東
西に延びる。岩盤を削平した面

SAOlの西端がSA13やSD04-A
に土盤となる士砂を6~7cm敷い

で切られていて、 SAOlの西端を
た上から粗加工の大型切り石を

租み直している。その他、 SAOlの
設位。SAOlの迫構を検討する

切リ石積み
中央付近と西寄りの箇所で裏込め

中で二列配爵の背面石積み（野
石の中からSA18-AとSA12の石

面石積み）が確認された事は大 全体勾配
40~90cm 積みが検出されている。また、第B-11・12 12m95cm 

きな成果であった。二列配置の
N86°451 W 

65° ・80° 
23~37cm 29図のようにSAOlの行面石積みSAOl 6m50cm 

野面石積みについて、建物の規 一番石の
35~70cm ｛二列配置の野面石和み）が確認第24~29因 64cm 

模を把握する目的で、第29図を 勾配
された。外面石積みの根石及び

作成して検討をおこなった結果、 80° ・83° 
ー・ニ番右に鉄堅による刻印がみ

南北軸が4開1尺(757cm)で、東
られる。刻印の種類や組み合わ

西軸の残存する間数が7間半弱
せ、方向などから15種類19例（第

(1340cm+X)の建物であったこ
26・27図）が確認。

とが推定できた。14C終末~15C
前半。
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第27図 B-11・12石積みSA01 外面石積みの刻印石
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一第28図 8-11・12、C-12石積みSA01 背面石積みの根石設置状況模式図

B-11・12、C-12石積み SA01背面石積みについて

北側正面の切り石ラインから南側に広範囲に敷き詰められた栗石の中から東西方向に延びる野面の石を2列
に配置された根石とみられる部分が確認された。この2列配置の石積みは、SAOlとほぼ同一方向に延びている

ことからSAOlの背面に石積みが設置された可能性が高いものと推察される。
参考までにSAOl外面から背面石列（根石設置相当部分）までの直線距離(Aライン）は、748cmで4間強とな

る。実際に背而根石相当部分切り石を設箇するとなると、下記B・Cラインの位置が想定される。
Bライン 4間(727cm)の位憫
Cライン 4問1尺(757.5cm)の位買
各A-Cラインまでの三つのラインで、Cライン上に仮りに控え長40cm程の切り石を設霰すると最も根石が安

定する。A・Bラインは根石が沈下するなど不安定である。Bラインは建物の礎盤や礎石（柱）が設箆された位置か

もしれない。

←Cライン（安定）

j← 二列配協の
野面石栢み→l 

I←Aライン（根石の沈下） I←Bライン
（不安定根石沈下）

怜 二列配悩の
野面石柏み• I 

↓ 
切り石の沈下

I← 二列配硲の
野面石栢み→1 

第29図 B-11•12、C-12 SA01 (建物）推定プランと根石設置ヶ所
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図版 15 上 ：B-11・12 SA01 北より南側を望む
下： 同上 SA01 北より南側を望む
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第 12表第n期 SA05-A 遺構観察表

地区 残存長
性格・形状・エ法・機

石和み
石のサイズ

過構番号 残存幅 主軸方位 種 類
幅 備 考

挿図番号 残存高
能の推定時期など

根石勾配
厚み （関連迫構・達構の重複）
控え長

琉球王国時代の区
SA05-A(外面）の上位はSA02の栗石SD

画石租み。東西に直
03が重なっている。石敷きSS01~SS03-B

線的に延ぴるが大半
SS04-A・Bの主軸方向が近似。 一番石

がSA02やSD03の下
の勾配は89゚ と根石と同じ勾配。SA05の前

位に埋もれている。
面トレンチ内から二次的に火熱を受けた鎧の

東端は未検出で奉神
金物・小札や鉄釘が多晶に出士。SA05-A

門南辺に延びる。SA
（内面）の基礎は配石された野面石積みがC

B•C-
llm90cm 

01と同様に削平され
-11グリットのSSOl及びSS03-Bの北隣りか

10・11 
6m00cm 

た岩盤の上に厚さ6cm 切り石和み
32~65cm ら検出されている。SA05-A(内面）の野面

SA05-A 程度の土砂を土盤に
N 95°30'W 28~39cm 石和みは岩盤から和み上げていることがトレ

67cm 
89° 

第24• 30図 敷いてから丁寧に加
15~52cm ンチの発堀で判明している。今回の迫構検討

エされた切り石を設
の中で第w期のSA05-B(外面）が新たに確

置。14C終末~15C
認（第47図）された。SA05-B(外面）の内面

初頭。SA05は第V
は、 SA05-A(内面）の野面石積みを再利用

期まで機能していた
しているものと思邸されたことからSA05-B

ことが予想される。寿
（内面）として取り扱った。その為、全体の迫構

命の長い区画石和み
図（第17図）では、 「SAOS-A(内面） ・SAOS

とみられる。
-B(内面）」。或いは第30図では「SA05-A
・B(共通内面）」などと表記した。
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図版 16 上： B·C-10•11 SA05-Aほかを南側上空より望む
下： 同上 SA05-A (手前が外面、奥が内側石積み）北より南側を望む
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図版 17 上 ：B・C-10• 11 SA05 -A (右側が外面、左側が内側石積み） 東より西側を望む
下 ： 同上 SA05-A(手前が内側石積み、奥は外面） 南より北側を望む
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図版 18 上： B・C-10•11 SA05-A 外面の切り石を北より望む
下： 同上 SA05-A (手前） 外面の切り石を南より望む
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図版 19 上： B-10 SA05-Aトレンチ 東壁（西より）
下： B・C-1 0・11 SA05 -A 内側野面石積みと外面の切り石
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が遺構掲載範囲）

第 13表第n期 SK02 遺構観察表

石和み
石のサイズ

地 区 残存長
幅 備考

辿構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種類
厚み （関連遣構・遺構の重複）

挿図番号 残存高 根石勾配
控え長

当該迎構の上位に第m期の土壊SKOl
（第44図）と第V期の石積みSA15(第57・
61図）が存在する。土城SK02の東西の端
は岩盤で窪みに堆和した包含層や迫物

N72°10'W 
上位に第V期のSA15(第

B-14・15 の造成土（石灰岩の礫を含む）である。石
57・61図）と第田期のSK

SK02 
1 lm77cm 

灰岩の窪みは堆和した包含駁の上から造 が考えられる。
01(第44囮）の迫構が重複

第24・31図
lm65cm 

成土で整地（雑な地均し）後に第V期のS
して存在する。

A15の石和みを配骰する。土城内の下暦
より裔麗瓦を主体とする迎物包含層が確
認される。 14世紀終末~15C初頭に埋め
られた土墟。
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図版21 上： B-14•15 SK02(写真右側）ほかを東側上空より望む
下： B-14 SK02東側西壁（東より）
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図版22 上： B-14•15 SK02西 側西 壁（東より）
下：同上 SK02西側 北壁（南より）
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ハ．第m期 (15世紀中頃）（第32図）

この時期の追構として第 32図に呈示 したように石積み、排水溝、 土堀の三種類が存在する。以下、石梢み、

排水溝、土堀の順に迫構番号順、或いは関連追構毎に記す。

1. SA08 (外面）と SA10 (内面） が対応 （第 33 図 • 第 14 表。図版 23 · 24) する 。

2 . S A 17・S A 18 -B・S A 25 -A・B (第 34回・回版25~ 27)は、 区画石和み (SA 17・S A 18 -B) 

及び御緑 (SA25-A・B)の石校みとみられるものである。これらの石積みの内面は戦後の琉球人学校舎

建築時の造成に伴う岩盤を削平した際に破壊され石栢みの外面のみが途切れながら残存する程度であった。

a.) SA 17 (第 35 ·36 図 ・ 第 15 表。図版 28·29) の石梢みの根石に外面に 「H 」• 「N」字様の刻印のある

石租みが2点 （第36図）確認されている。

b.) SA 18 -B (第 37 図 • 第 16表。図版30)の石栢みの北側 ・南側は、戦時中に砲弾が着弾・爆発した

際に生じた砲弾炸裂痕がニカ所で確認され、攪乱を受けている。

c.) S A 25 -A・B (第 38 固 • 第 17 表。 図版 31 ~ 33)は、戦後の造成（琉大の建物の基礎工事） で大半

が破壊されている。御狐の本体部分とみられる。

3. SA 33・34 (第 39 · 40 図 • 第 18表。図版34・35)の詳細については、平成 21(2009)年に報告（註7)

したとおり、 1459年（註8)に起きた火災で焼失 した倉府の火事場掃除で、 当該追構の内側に火熱を受け

た多飛の陶磁器類の一部を廃棄した場所となっている。両追構とも石和みの片面しか残っていない為、機能

や追構の展開はわからない。

4. SA 18 -A (第 41 図 • 第 19表。図版39・ 44・45)とSA32・SD04-A (第 41 · 42 図 • 第 19表。

図版39~ 43)の石積みは、対応するとみられる石和みであり、 平成9 (1997)年 2月20日~3月21日迄

の期間で実施された下之御庭の首里森御嶽復元整備に係る追構確認のための発掘調査（図版 36)で検出さ

れた首里森御嶽の石和み （第42図 ・図版37・38)に繋がっていくことを現地で確認した。下之御庭の首里

森御嶽で検出された辿構などの詳細については報告栂（註9)を参照されたい。

5. SD06-A(第 43 図•第 20 表。 図版46~ 48)は、上記のSD04-A・SA32と関連する追構とみられる。

当該遺構は、削平された岩盤の上に底板の切石が 10枚程度敷かれている。底板となる敷石は東側へ緩やか

な傾斜となるように配四され、その勾配は7゚を測った。

6. SA 19・20、SA28 (第 44 図 • 第 21表。図版49~ 51)の石和みは単独の三基として考えて発掘調査

を実施したが調査の進展によりこれらの石積みは倉庫施設に関係する壁や階段と判明したことら土堀SK

01として捉えて整理 ・報告（註 10)した。倉庫跡は、 1459年（註 8)に起きた火災で焼失した倉庫跡と判

断した。

以上、土堀SA01の倉庫跡は1459年の倉庫など失火の時期が想定された。倉庫内から出土した一括辿物は古

くは 14世紀中頃~ 15世紀中頃までの陶磁器が保管されていたものと推定され、主体となる時期を検討した場合、

15世紀初頭~15世紀中頃が予想されるところである。倉庫の使用時期を考えるとすれば第町期の 1453年以降

頃から始まり、 倉庫機能の停止時期が第m期の 1459年頃として考えられるが一応、当該期に設定した。土堀s
K 02は石灰岩の窪みに二次的に包含阿を持ち込んだ造成土を主体とするが、下阿においては高脱系灰色瓦の破

片が多憬に包含する阿が確認されている。土城SK02直上にSA15・SA 31の石積みや土城SA01が存在す

ることなどから第1I期～第皿期にかけて存在した追構として解釈した。

註および引用文献

註7.沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告も頃第49集「首里城跡一京の内跡発掘調査報告:';'l'(II)-J沖縄県立埋蔵文化財センター 2009年3月。

註8.1459年の倉匝などの失火については、Iリl宜録之部 英宗実緑、巻301に「天顛三年三月癸未朔〔甲申〕租部奏、琉球國中山王尚泰久

奏梢 本国土府失火、延焼介庫銅銭貨物 ・・・云々」の記録がある。 日本史料集成編謀会 r中国 ・朝鮮の史籍における 日本史料集成

明宜録之部1」 匡lむ刊行会 1979年。

註9.沖縄県立埋蔵文化財センター濶査報告料第 47 集 r酉里城跡ー下之御庭首里森御瓜地区発掘謁査報告;1~- 」 沖縄県立埋蔵文化財センター

2009年3月。

註10.沖縄県文化財潤査報告沿第 132集「首里城跡ー京の内跡発掘濶査報告咎 (I)-』沖縄県教育委貝会 1998年3月。
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第m期 (15世紀中頃）
石積みSA08(外面）・SAIO(内面）、 SD04-A(外面）・SAl8-A(内面）、 SAJ7(外面）・SA18-B(外面）・SA25-A(外面）、 SA32
御嶽石梢みSA25-B
倉庫石積み及碍皆段SA19・20、SA28
土吸SKOl(介廊内部）

※士壊SKOl、石租みSAl9・20、SA28は 1459年に失火した倉庫のひとつとみられる。

第32図京の内北地区第皿期(15世紀中頃）遺構の推定復元
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迎構掲載範囲）

第 14表第 皿 期 SA08、SA10 遺構観察表

石和み
石のサイズ

地区 残存長
幅 備 考

造構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種 類
厚み （関連迫構・迫構の重複）

挿回番号 残存高 根石勾配
控え長

琉球王国時代の東西に延びる区画石租
SA08が外面でSAlOが内

みの東端部分で、同時期のSD04-A
面とみられる。第IV期のSA

（第41因）の上に被さるようにすり付けら
23~37cm 

11 (第48屈）と第V期のSA
B-12 83cm れている。なお、 S004-Aの石積みの

切り石和み 13 (第60國）の中間に位腔
SA08 2m80cm 一部を取り外してから当該迫構をすり付 N89°15'W 

105° 22cm 
し、 SA11・SA13よりも古い

第32・33図 22cm けている。造成土盤の上から切り石を設 28~55cm 
時期の石積み。全体的に根

囮して石積みをおこなう。15C中頃？
石のずれにより外方向に傾

（外側のトレンチ内より白磁八角杯・埠瓦
く。

などが出士）。

同時期のSD04-A(第41
上記の石籾みSA08と対応する琉球王

30~40cm 
固）より当該辿構は上位に

B・C-12 lm53cm 国時代の区画石積みの東端部分で東
切り石積み 位笹することから時期的に

SAlO 2m80cm 西方向に短く残る。岩盤や礫を敷いた士 N90°20'W 
78° 

26cm 
は新しい時期となる。SD04

第32・33図 26cm 盤の上に根石を設性。根石はやや雑に 20~29cm 
-Aの石積みの一部を取り

加工される。15C中頃。
除いてすり付ける。
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第 33図 B・C-12石積みSA08・SA10 平面及び断面
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＇ 

図版23 上 ：B・C-12SA08、SA10ほかを南側上空より望む
下： 同上 SA08(左側）、SA10(右側） 西より東側を望む
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図版24 上 ：B•C-12 SA08(奥）、SA10(手前） 南より北側を望む
下： 同上 SA08(右側）、SA10(左側） 東より西側を望む
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図版 27 上： C・D-14SA17、D-16SA18-Bの一部を西側上空より望む
下： D-16 SA18-B、D-17SA25-A・Bを北側上空より望む
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第 15表第皿期 SA17 遺構観察表

地 区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期

石和み
石のサイズ

追構番号 残存幅
など

主軸方位 種 類
幅 備 考

挿図番号 残存高 根石勾配
犀 み （関連迫構・迫構の重複）
控え長

琉球王国時代の東西方向に延ぴる
SA18-B(第37図）、SA25

区画石積み。造成士と岩盤の上から
-A(第38図）とは一連の区

C •D- 14 6rn75cm 石積みをおこなう。根石は切り石で 25~69cm 
画石和みとみられ、調査区内

SA17 70cm あるが、加工は粗雑である。15C中 N80°45'W 
切り石和み

20~49cm 
で東西方向に延びる区画石

第32・35・36 49cm 頃。当該迫構(SA17)の一部は琉大
90° 

20~70cm 
和みでは最長のものとみられ

図 法文校舎の基礎工事の際に破壊。
る。根石の中には刻印のある

第V期まで存続。
石が2点（第36圏）確認されて
いる。

-140 -



町

~
 

C ,  1 4  

濾 衿 誠 3 S A 1 7 H M 遍 資

w
 

"・
'訊
力

．
 

I
 
,

 
,
 
,
 I

 

3 、

~
 

~
 

C0-
-11

鼻4
 

キ

z) 
キ

心
;・

C
-1

4
 S
A
1
7
H,
,t
内

北
髯

I
<
 

如
'
A'
 

訃` 3

に＇こ
, 5 " g̀ t -Z  

C
•0

-1
4

 S
A
1
7
ト
レ
ン

チ
内
の
層
序

贄
1層

●
---
111
11
e
討

輝
上

層
IR
/V
il
,

北
蟹
，
，
中
央
よ
り
fl.
tl
l:
W,
1<

糟
の

暉
"

皐
偵
．）

寡
1
層
b
・黄
r,
直

層
9攪

雌
．
コ
ー
,
.
,
,

北
曳
の
中
央
か
ら
東
鱒
に
讚
檜
．
）

賽
1
層

,
-
,J
j貴

色
上
層
（
畏
凡
層
．
拿
雙
の
軍
冑
で
”
分
的
に
”
“
・

灰
嵐

土
層

が
滋

入
．）

第
2
層
"
"
'
"
'
色
慨
鑽
±1
11
11
11

雙
の
頁
績
で
6

槽
み
，
，
観
6
紅
fか

ら
艤
111

さ
れ
た
患
成
±
.
)

賓
3
層

・・
茶
鱒
色
滋
簾
土
層
(!
I<
篇

色
土

層
が

漏
人
．

葎
隈
の
パ
蝙
の
駁
石
直
1'
1こ

虐
輯
し
た
這
斌
:.
t.
)

笥
｀
層
•

ーー・
灰
製
色
土
層
（
如

lの
み
胄
邑
土
と
広
が
11
1A
し
．
漬
塁
の
州
編
良
び
北
唸
の
ガ
●
で
検
畠
．
）

鑽
4
層

b·
•·
II
色
翼
II
土
層
（
駅
潟
じ
り
の
層
．
遭
惰
-
a
~
層
と
み
ら
れ
る
．

北
雙

の
II
■の

み
鐘
帆
）

第
ヽ

層
c
・・・
仄

縄
e
土

層
"

""
』
の
ふ
褐
色
土
が
遷
ざ
る
．
濱
璧
の
§
編
に
の
み
壇
II
.)

璽
ヽ

層
d
・・

厨
璽

色
土

層
は

鸞
0

6●
t:
 の

み
濯

島
）

鑽
S
層
・
"
'
茶
胄
色
況
II
±
層
IJ
:に

枷
水
溝

内
の
北
●

"
"
'
籟
す
る

．
“
分
的
"
北
璧
＂
東
嶋
と
東
璧
で

，
，
ら
れ
る
．
）

第
5!
1l
b・
ふ

褐
色

汲
讚

上
層
9主

に
6
饒
み
の
銀
6
直

下
か

ら
艘
Ill
.
緯

水
清

内
の

北
爛

で
鰻

か
に

竃
糟

す
る
．
）

第
6
層

・
"
'
'
"
色
上
層
（
鰊
山
．
石
讀
み
の
"
石
直
下
か
ら

檎
昂

．
エ

雙
と

耐
鸞
9こ

遮
切
れ
な
が
ら
蟻
鰻

す
る
．
東
鸞
で
は
＇
ヵ
.
,

こ
み
ら
れ
る
1'l
!1
で
あ
る
．
）

C
-
0
-1

4
捐

水
溝

内
及
び

S
A1
7
ト
レ
ン

チ
の
層

序
攪
A
層
•

ハ・
鴫
縄
色
汲
蠅
土
層

震
A
層

b・・
・
鼠
轟
＂
淋

+1
tl
l(
X、

コ
ン
ク
り
ー
ト
鵡
じ
り
）

舅
＆
層
,--
-9'

胄
色

況
纏

七
層

攪
品

層
,
.. 
剛

褐
ei
ll

霞
土

層
（

鼻
水

溝
北

●
で

は
砂

多
<i
ll

じ
り
．
●
11
10
il

砂
土
層
と
な
る

．）

震
＆
層
c
・淡

灰
色
ii!

糟
土

層

員
＆

眉
,.
.. 
横

貨
f!l
ill

霞
上

層
(
$
<
l
7
W
,
f東

雙
で
鴫
直ヽ

さ
れ
．
庫
,
,
,
,省

綱
色
上
が
馘
人
す
る
．

ガ
.

,

・
灰

瓦
・
嶋
反
が
出
土
）

損.
..
.検

峯
色

揖
讀

土
層

纏
且
層
.
.
.
.肇

峯
色
櫂
,u.
111
,鎗

山
の
，
，
鱚
色

·•
が

氾
．

ガ
,

,
.ヤ

••
Il
l-
t
i

部
①
布

撮
り

（
三

省
霊

大
辞

林
I

鳥
礎
r.
事
で
.
I
t檜

璧
な

ど
に

合
わ

せ
て

織
艮
<J
11
t1
;i
,±

を
饂
る
こ
と

．

②
布

蠣
I/

I土
木

用
麗

辞
輿
I

-
l
l
、
こ
,
.
~
,こ
Jl
l<
II
U!
tt

●
こ
と
で
.i
ii
!の

皇
い

土
止

め
璧

の
嶋

邊
？

軍
屠

の
土

白
属

鰻
な

ど
の

匹
り

で
、

属
鐵
C
l
:
貸

っ
て
只
＜
鑢
"
て
謳
＂
す
る
こ
と

．

5 J  

第
3
5
図

C
•
D
-
14
石
積
み
S
A
1
7

平
面

及
び

層
序 ー'
"
-



• 
加

I
 

I
,

 
,

 I
 

紐
m

第
6
図

C
•
D
-1
4
石
積
み
S
A
1
7
外
面
の
刻
印
石

～
 

--1
~ 

ゞ
-~

-
図

版
2
8

上
左
：

C
・
0
-
1
4
 S
A
1
7
 
南

壁
（北

よ
り
）、

上
右

：C
・D

-
1
4
$
A1

7
 
南
壁

（北
よ
り

）

下
：

同
上

S
A
1
7

膚
よ
り

北
側
を
望
む

ー
1●

,
_

 



図版29 上： C・D-14SA17 東より西側を望む
下： 同上 SA17 西より東側を望む
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第 16表第m期 SA18-B 遺構観察表

石籾み
石のサイズ

地 区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期な 幅 備 考

迫構番号 残存幅 主軸方位 種 類
厄み （関連迫構・迫構の重複）

挿図番号 残存高
ど

根石勾配
控え長

琉球王国時代の区画石和みで東西
SA17(第35図）、 SA25-A

D-16 lm63cm 
方向に残る。平面銀がやや直線的で

切り石積 27~38cm （第38図）と一連の区画石和
東西方向に短くのこる。造成土や野面

N70°15'W み 26cm みであったものとみられ、東SA18-B 30cm 
の石を基礎として、その上から粗加工

83° 27~30cm 西方向に延びる区画石和み第32・37図 26cm 
の切り石を根石として設四している。

で最長のものとみられる。
15C中頃~19C後半（第V期）。
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図版30 上段 ： D-16 SA18-Bを西側上空より望む
中段左：同上 SA18-B 西より東側を望む、中段右： D-16 SA18-B 東より西側を望む

下段左：同上 SA18-B 南より北側を望む、下段右：同上 SA18-B 北より南側を望む
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）

第 17表第 皿 期 SA25-A、SA25-B 遺構観察表

地区 残存長 石積み
石のサイズ

性格・形状・エ法・機能の推定時期 幅 備 考
迫構番号 残存幅

など
主軸方位 種 類

匝 み （閲連迫構・迫構の重複）
挿固番号 残存高 根石勾配

控え長

琉球王国時代の区画石和みで東西 SA17(第35図）、 SA18-B
方向に残るが、区画石稼みを拝所

（第37図）と一連の区画石和み
D-17 4m86cm 

（御嶽）の右精みとして利用。残存
26~52cm であるが、拝所（御嶽）としての

SA25-A lm37cm 
石積みの平面観は逆「コ」の字状で

N73°23'E 
切り石和み

14~32cm 利用が考えられる。当該迫梢
第32・38図 40cm 

東西方向に長く、両端に短く残って 86° 
26~41cm (SA25-A)の東側でSA25-

いる。造成土や岩盤の上に粗加工
Bが上位にすり付けられてい

の根石を設置。15C中頃~19C後半
（第V期）。

る。

琉球王国時代の区画石租みにすり
付けられた拝所（御嶽）東側の外面 SA25-Aの石柏みの角度を

D-17 lm22cm 石積み。 SA25-Aの上位にすり付
切り石和み

19~38cm 0゚ と設定した場合、 SA25-B
SA25-B 2m16cm けられている。そのため、平面観が NI6° 15'E 

91° 
18cm は90゚ （直角）となる。切り石の

第32・38図 22cm 「L」字状となる。SA25-Aの栗石 28~38cm 根石は東側に傾いている。15
や造成土盤の上に粗加工の切り石 C中頃～後半。
を根石として設屈。
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図版 31 上 ：D-17 SA25-A•B(写真右側） ほかを北側上空より望む（遠景）
下：同上 SA25-A・B(写真右側）ほかを北側上空より望む（近景）
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＇ 

図版32 上： D-17 SA25-A•B を南側上空より望む
下：同上 SA25-A・Bを南より北側を望む
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ら

＇ 
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が遺構掲載範囲）

第 18表第 皿 期 SA33、SA34 遺構観察表

~ 121 111 -.-
名さ
治 ゜ !Om 溶，， 一

• D-10 
旱
10 .No.3 

石和み
石のサイズ

地 区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時 幅 備 考

遺構番号 残存 幅 主軸方位 種 類
厄 み （関連迫構・迫構の重複）

挿図番号 残存涵
期など

根石勾配
控え長

勾配は根石から＿番石までの
勾配が65゚ である。SA34が

琉球王国時代の区画石積みで、
西端ですり付いている。同時

SA34と直交する。その為、SA
期のSA08・SA10(第33図）、

33とSA34の残存する平面観は
第w期のSA14(第49図）、第

逆「L」字状となる。東西軸(SA
粗加工の野 13~48cm 

V期のSA2l・SA23(第64図）
C-13・14 3m00cm 33)と南北軸(SA34)の方向に短

が間接的に関係する追構とみ
SA33 73cm く残る。東西方向の石積みの両 N78°10'W 而石積み。 12~30cm 

られる。SA33・34の内側に土
第32・39・40図 85cm 端が欠落。造成土や岩盤の上か 70° 29~39cm 

壊SKOl(1459年の火災で焼
ら粗加工の野面様の石和みを施

失した倉庫内にあった陶磁器
す。15C中頃で、同期のSAlO

片などを火事場消掃の際に廃
（第33図）が機能しなくなった直

棄場として使用）出土の陶磁
後の時期まで存絞か。

器と当該迫構出士の陶磁器が

接合できた。

琉球王国時代の区画石積み。南
根石のみ残存。SA33に北端

がすり付く。関連する追構とし
北方向に途切れながらSA33と

粗加工の根 12~24cm 
て上記表中のSA08・SA10、

C-14 2m92cm 直交する。粗加工の根石下端は
SA14、SA21以外に南側に位

SA34 94cm 岩盤であり、岩盤を深さ50~60 Nl8°55'E 石。 12~24cm 
囮するSA17(第35固）が問接

第32・39・40図 75cm cm程度掘削した後に、岩盤の縁 84° 20~40cm 
的に関係(SA17にすり付けら

沿いに根石を直接配脳してい
れていく可能性がある）する遺

る。 15C中頃。
構とみられる。
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図版35 上 ：C-13•14 SA33 •34 東より西側を望む
下： 同上 SA33・34 南より北側を望む
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「京の内」跡遺構配置図（朱色の枠内が迫構掲載範囲）

第 19表第 皿 期 SA18-A、SA32、S004-A 遺構観察表

石栢み
石のサイズ

地 区 残存 長
性格・形状・エ法・機能の推定時 幅 備 考

迫構番号 残存 幅 主軸方位 種類
厚み （関連辿構・辿構の重複）

挿図番号 残存 高
期など

根石勾配
控え長

南北に延びていた琉球王国時代 SD04-Aとほぼ平行に存在し、
の区画石和みでSA32・SD04- S004-Aが外面でSA18-Aが
Aとセット関係にある。内面がSD

60~88cm 
内面とみられる。両者の幅は側

B-12 
2m56cm 04-Aとみられる。SAOl(第25 磁北と重なり

切り石積み
溝を含めて464cmで、側溝を除

SAIS-A 
56cm 図）の栗石を除去後に削平され 0゚ である。 40~56cm 

外した幅は432cmであった。当該
第32・41図

た岩盤や土砂の上から大型の粗 辿構は下之御庭首里森御嶽下
加工の切り石を根石として配置し 部検出の基壇状遺構（第42図）
使用する。15C中頃。 とした石積みに接続する。

南北方向に延ぴていた琉球王国
第V期のSA13(第60図）と背中

時代の区画石和みで、 SD04-
合わせで隣接する(SA13石の

B-12 lm27cm Aと一連の石積みである。当該石
切り石。

35~40cm 
面は西側を向<)。SD04-Aと

SA32 37cm 和みの外面が上記したSA18- Nl0 15'W 未検出
は一連のものとみられる。当該迫

第32・41囮 Aでセット関係にある。造成土盤 31 ~37cm 
構も下之御庭首里森御嶽下部

の上から丁寧に加工された切り
古石積み（第42図）に接続する。

石を設置。16C~18C。

南北に延ぴる区画石積みにすり
区画石積みの根石は勾配79°
であった。区画石籾み下場から

付けられた排水溝で縦断面が
粗加工の

SD04-Aの縁までの溝幅は49
「L」字状となる。上記したSA32と

cmであった。当該期のSA32、S
B・C-12 4m82cm 繋がる一連の石和みである。 SA 根石。 14~64cm 

D06-A、第V期のSA06(第59
SD04-A 49cm 18-Aとセット関係にある。石和 Nl0 15'E 85゚.89° 14~5lcm 

図）とも関連する。 SA06東端の
第32・41・42飼 25cm みは造成土の上から切り石を設 一番石 15~30cm 

石積みはSD04-Aにすり付ける
置し区画石積みと排水溝を含め 83° 

際に石の隅を「L」字状に袂って
たものを一連の追構とみなして

排水を確保。SD04-Aの存続
「SD04-A」とした。 15C中頃。

時期は長期間使用か。
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第42図 下之御庭首里森御嶽地区及び京の内地区 B・C-12SD04-A 立面及び層序
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＇ 

図版36 上 ：平成 9(1997)年の下之御庭首里森御嶽地区 調査前の状況（南から）
下 ： 同上 発掘調査状況
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図版37 下之御庭首里森御嶽地区 遺構検出状況((D上部 ：石積み、②下部：古石積み）
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＇ 

図版38 上：下之御庭首里森御嶽地区遺構検出状況（①上部：石積み、②下部：古石積み、③壌敷き縁石）
下 ： 同上 遺構検出状況（下部：基壇状遺構）
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図版39 B •C-12 SA18-A、SA32、SD04-Aほかを南側上空より望む
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図版40 B •C-12 S004-A 南より北側を望む
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図版41 上： B・C-12SD04-A、SA32 北より南側を望む
下：同上 SD04-A 南壁（北より）
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図版42 上： B・C-12SD04-A 南壁と西壁（東より）
下：同上 S004-A 東壁（西より）
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図版43 上： B・C-12S004-A 東より西側を望む
下： 同上 S004-A 南より北側を望む
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図版44 上： B-12 SA18-A 西より東側を望む
下：同上 SA18-A 東より西側を望む
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図版45 上： B-12 SA18-A 北より南側を望む
下：同上 SA18-A 南より北側を望む
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）

第 20表第 皿 期 S006-A 遺構観察表

＊
 

々 121 111 -;.-
＄喜-~ 0 !Om o 

,. I.. 一
• D-10 

立
10 .Ho.3 

石積み
石のサイズ

地 区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定 幅 備 考

迫構番号 残存幅 主軸方位 種 類
厚 み （関連迫構・逍構の重複）

挿固番号 残存裔
時期など

根石勾配
控え長

第V期のSA13がS006-Aの上位
にある。当該期のSD04-Aからの雨
水はSA32の石租みコーナー（後続

琉球王国時代の区画石租み
期にあたる第V期のSA06の時期に

に付属する排水溝の底板。底
はSA06の東端の切り石下端の角を

板は西側から東側へ傾斜す
22~53cm 

袂った部分を流れる。SA13の石積み
B-12 3m87cm る。底板の傾斜は勾配7゚ で

板状の切り のコーナー）に雨水がぶつかって当
SD06-A 47cm 東側の岩盤に向かって下って N91°45'W 

石。
7~15cm 

該迫構の上を流れて、周辺の栗石や
第32・43固 15cm いる。削平された岩盤や栗石 34~57cm 

岩盤の上に排水される。流れ出た排
の上に底板を設置。底板は板

水は石灰岩に自然浸透させる工法を
状に加工した篇平な切り石を

採用する目的でSD06-Aを設置し
使用。16C後半～。

たものとみられる。当該迫構には調査
の結果、縁石が検出されていないこと
を記す。
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一よ羞’ →`丑~~ ・
図版47 上： B-12 S006-A 南より北側を望む

下：同上 S006-A 東より西側を望む
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図版48 上： B-12 S006-A 北より南側を望む
下：同上 S006-A 西より東側を望む
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